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おことわり

商標

•　本マニュアルの内容の一部または全部を無断で複写、複製、転載することを禁じます。

•　本マニュアルの内容に関しては、改良のため予告なしに仕様などを変更することがあります。
あらかじめご了承ください。

•　本マニュアルの内容に関しては、万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなど、お気づきのことがあ
りましたら、お手数ですが、弊社支店または営業所までご連絡ください。
その際、巻末記載のMan.No.（マニュアルNo.）も併せてお知らせください。

•　Microsoft、 Windows、 Windows Vistaは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国にお
ける登録商標または商標です。

•　ODVA、CIP、CompoNet、DeviceNet、EtherNet/IPはODVAの商標です。

その他、本文中に掲載している会社名および製品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。

著作権
スクリーンショットはマイクロソフトの許可を得て使用しています。



はじめに
このたびは、NX-IO Configurator をお買い上げいただきまして、ありがとうございます。
本マニュアルは、NX-IO Configurator を使用する上で、必要な情報を記載しています。お使いになる
前に本マニュアルをよく読んで、機能・性能などを十分ご理解いただき、システムの構築にご活用く
ださい。
また、お読みになった後も本マニュアルは大切に保管して、いつも手元においてお使いください。

対象となる読者の方々
本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を
有する方で
• FA 機器の導入を担当される方
• FA システムを設計される方
• FA 機器を設置、接続される方
• FA 現場を管理される方
また、プログラミング言語に関して、国際標準規格 IEC 61131-3 もしくは国内標準規格 JIS B 3503
に規定される内容をご理解いただいている方を対象に記述しています。

対象となる製品
本マニュアルは以下の製品を対象にしています。
• NX-IO Configurator
各製品の仕様の一部または制約事項が、他のマニュアルに記載されている場合があります。

「関連マニュアル (P.16)」 をご確認ください。

はじめに
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マニュアルの読み方

ページ構成
このマニュアルの各ページの構成は次のとおりです。

4 - 9

4   設置と配線

NJ シリーズ　CPUユニット ユーザーズマニュアル　ハードウェア編（SBCA-358）
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ッ
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け
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4-3-1  ユ
ニ
ッ
ト
同
士
の
接
続

4-3 ユニットの取り付け

ユニット同士は、それぞれのコネクタをかみ合わせ、スライダをロックするだけで接続可能です。右
端のユニットには、エンドカバーを接続します。

1 コネクタをきちんとかみ合わせて、ユニット同士を接続します。

2 上下に付いている黄色のスライダを「カチッ」と音がするまでスライドさせ、ロックします。

電源ユニットや CPU ユニット、I/O ユニット、高機能 I/O ユニット、CPU 高機能ユニットを
接続するときは、ユニット間コネクタを結合後、上下のスライダをカチッと音がするまでスラ
イドさせて、確実にロックしてください。

4-3-1 ユニット同士の接続

コネクタ　
フック フック用穴

ロック

解除

スライダ

スライダをカチッと音がするまで 
背面側へスライドさせます。 

章タイトル
節タイトル
項タイトル節タイトル

操作手順

マニュアル名称

注記、補足、参照先

項タイトル

章番号

現在のページの章／
節／項タイトルをそれ
ぞれ示します。

操作手順を示します。

注記、補足、参照先など
の各項目を、アイコンに
よって示しています。

現在のページの章
番号を示します。

このページは、説明用の見本です。実際の内容とは異なります。

アイコン
このマニュアルで使われているアイコンには、次のような意味があります。

安全上の要点
製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。

使用上の注意
製品の動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避すべきこと
を示します。

マニュアルの読み方
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参考
必要に応じて読んでいただきたい項目です。
知っておくと便利な情報や、使用する上で参考となる内容について説明しています。

バージョン関連情報
コントローラやユニット、サポートソフトの、バージョンによる性能や機能の違いについて説明して
います。

表記についての留意事項
本マニュアルで使用する通信カプラユニット、および NX ユニットに関する用語の説明については、
各通信カプラユニット、NX ユニットのマニュアルの用語説明を参照してください。

マニュアルの読み方
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マニュアルの読み方
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ご承諾事項

l 保証内容
(1) 保証期間

本ソフトウェアの保証期間は、ご購入後 1 年といたします。
（ただし｢カタログ等｣に別途記載がある場合を除きます。）

(2) 保証範囲
a) 本ソフトウェアの使用許諾を受けたお客様が、上記保証期間中にコンピュータ・プログラ

ムの瑕疵（マニュアルとの重要な不一致）を発見し、当社に返却した場合は、当社は瑕疵
( 当該マニュアルとの重要な不一致) のないコンピュータ・プログラムを記録した媒体と交
換いたします。もしくは、当社の選択により、当社ホームページより瑕疵（当該マニュア
ルとの重要な不一致）のないコンピュータ・プログラムをダウンロードしていただく方法
により提供いたします。また、当社の責任によるコンピュータ・プログラムの記録媒体の
不良を発見し、当社に返却した場合、当社は、無償で、良品の媒体に記録したコンピュー
タ・プログラムと交換いたします。

b) 万一、当社がコンピュータ・プログラムの瑕疵（マニュアルとの重要な不一致）を除去で
きないと判断した場合は、お客様が本ソフトウェア購入代金として支払った金額をお返し
いたします。

l 責任の制限
(1) 前条に定める交換または購入代金の返金は、本ソフトウェアの保証責任のすべてを定めるもの

であり、当社は本ソフトウェアの瑕疵により発生した、お客様の直接的、間接的あるいは波及
効果による損害等いかなる損害に対しても一切の責任を負いません。

(2) 当社は、本ソフトウェアを当社以外の第三者が変更、改造することにより生じた瑕疵や、本ソ
フトウェアのインストールその他の使用によって当社商品、インストールされたソフトウェ
ア、またはすべてのコンピュータ機器、コンピュータプログラム、ネットワーク、データベー
スが DDoS 攻撃（分散型 DoS 攻撃）、コンピュータウイルスその他の技術的な有害プログラ
ム、不正アクセスを受けたことにより生じた損害につきましては、一切責任を負いません。

(3) 当社は、本ソフトウェアに基づき、当社以外の第三者が開発したソフトウェアおよびそれによ
り生じた結果について一切の責任を負いません。

l 本ソフトウェアの用途
本ソフトウェアを本マニュアルに記載の用途以外の用途で使用しないでください。

l 仕様の変更
本ソフトウェアの仕様および付属品は改善またはその他の事由により、必要に応じて、変更される
場合があります。

l 適用範囲
以上の内容は、日本国内での取引および使用を前提としております。日本国外での取引および使用
に関しては、当社営業担当者までご相談ください。

ご承諾事項
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安全上の注意

安全に使用していただくための表示と意味
本マニュアルでは、NX-IO Configurator を安全に使用していただくために、注意事項を次のような表
示と図記号で示しています。ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。
必ず守ってください。
表示と意味は次のとおりです。

警告
正しい取扱をしなければ、この危険のために、軽傷・中程度の
傷害を負ったり万一の場合には重傷や死亡に至ったりする恐れ
があります。また、同様に重大な物的損害をもたらす恐れがあ
ります。

注意
正しい取扱をしなければ、この危険のために、時に軽傷・中程
度の傷害を負ったり、あるいは物的損害を受たりする恐れがあ
ります。

図記号の説明
記号は、禁止を意味しています。

具体的な内容は、  の中と文章で示します。
左図の場合は、「分解禁止」を表します。

r記号は、注意（警告を含む）を意味しています。
具体的な内容は、rの中と文章で示します。
左図の場合は、「感電注意」を表します。

r記号は、注意（警告を含む）を意味しています。
具体的な内容は、rの中と文章で示します。
左図の場合は、「一般的な注意」を表します。

l記号は、強制を意味しています。
具体的な内容は、lの中と文章で示します。
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。

警告

警告

異常処理
イベント重要度を変更した場合、変更によって異常発生時の出力状態が変わる場合があり
ます。安全を確認の上、ご使用ください。

安全上の注意
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注意

注意

転送時

スレーブターミナル設定をパソコンから通信カプラユニットに転送する場合は、転送先に
間違いがないことを確認したうえで行ってください。

スレーブターミナル設定をパソコンから通信カプラユニットに転送する場合は、設定パラ
メータに間違いがなく設備に影響がないこと確認したうえで行ってください。

スレーブターミナル設定をパソコンから通信カプラユニットに転送する場合は、リスター
トよる設備への影響がないことを確認したうえで行ってください。

安全上の注意
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安全上の要点

転送時
• スレーブターミナル設定をパソコンから通信カプラユニットに転送する場合は、別経路で接続され

たツールにより設定が変更されていないことを確認した上で行ってください。
• インポートしたユニット構成情報、パラメータ等の各種データ、設定値を転送するときは、転送先

の安全を確認してから行ってください。コントローラの動作モードにかかわらず、装置や機械が想
定外の動作をするおそれがあります。

安全上の要点
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法規と規格

海外でのご使用
本製品のうち、外国為替および外国貿易管理法に定める輸出許可、承認対象貨物（または技術）に該
当するものを輸出（または非居住者に提供）する場合は、同法に基づく輸出許可、承認（または役務
取引許可）が必要です。

ソフトウェアのライセンスと著作権
本製品にはサードパーティ製のソフトウェアが組み込まれています。このソフトウェアに関連するラ
イセンスと著作権については、http://www.fa.omron.co.jp/nj_info_j/ をご覧ください。

法規と規格
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ユニットバージョン
NX シリーズユニットは、ソフトウェアがユニットバージョンという改変番号でバージョン管理されて
います。ソフトウェアに仕様変更があるごとに、ユニットバージョンが更新されます。
したがって、同じ形式のユニットでも、ユニットバージョンが異なると搭載機能が異なります。

ユニットバージョンの確認方法
ユニットバージョンは、識別情報表示または NX-IO Configurator で確認できます。

識別情報表示による確認
製品の側面の識別情報表示や切り欠き部で、ユニットバージョンが確認できます。
記載内容の詳細は各ユニットのマニュアルを参照してください。

NX-IO Configurator による確認
ユニットバージョンは、オンライン時に［生産情報］ダイアログボックスで確認できます。

1 通信カプラユニットにオンライン接続した状態で、スレーブターミナル構成編集画面上で右ク
リックし、メニューから［生産情報表示］を選択します。

［生産情報］ダイアログボックスが表示されます。

2 ［詳細表示］ボタンをクリックします。
［生産情報］ダイアログボックスが詳細情報表示に切り替わります。

ユニットバージョン
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［簡易表示］ボタンをクリックすることで簡易表示に戻すことができます。

ユニットバージョンと NX-IO Configurator のバージョン
ユニットのバージョンにより、対応している機能が異なります。バージョンアップで追加された機能
を使用するときは、対応しているバージョンの NX-IO Configurator を使う必要があります。
ユニットバージョンによるサポート機能一覧については、各ユニットのマニュアルを参照してくださ
い。

ユニットバージョン
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関連マニュアル
本マニュアルに関連するマニュアルは、下表のとおりです。あわせてご覧ください。

マニュアル名称 Man.No. 形式 用途 内容
NX-IO Configurator オペ
レーションマニュアル

SBCD-373 形 CXONE-AL£
£D-V4

NX-IO
Configurator の
操作方法、機能に
ついて知りたい
とき。

NX-IO Configurator の操作方法
について説明します。

NX シリーズ
EtherNet/IP™カプラ ユニ
ット ユーザーズマニュアル

SBCD-365 形 NX-EIC£££ NX シリーズ
EtherNet/IP カ
プラユニット、お
よび
EtherNet/IP ス
レーブターミナ
ルの使用方法に
ついて知りたい
とき。

NX シリーズ EtherNet/IP カプラ
ユニットと NX ユニットで構成さ
れる EtherNet/IP スレーブター
ミナルのシステム概要や構成方
法、および NX ユニットを設定、
制御、モニタするための、
EtherNet/IP カプラユニットのハ
ードウェアや設定方法、機能につ
いて説明します。

CS/CJ シリーズ
EtherNet/IP™ユニット ユ
ーザーズマニュアル

SBCD-342 形 CS1W-EIP21
形 CJ1W-EIP21
形 CJ2H-CPU6£-
EIP
形 CJ2M-CPU3£

EtherNet/IP ユ
ニットの使用方
法について知り
たいとき。

CS/CJ シリーズ CPU ユニット
に接続する EtherNet/IP ユニッ
トの使用方法について説明してい
ます。基本設定、タグデータリン
ク、および FINS 通信について説
明しています。
FINS 通信サービス機能使用時に
CS/CJ シリーズ CPU ユニット
に送信する FINS コマンドの詳細
については、『通信コマンドリファ
レンスマニュアル(SBCA-304)』
を参照してください。
FINS 通信の上位アプリケーショ
ン作成については、『Ethernet ユ
ニット ユーザーズマニュアル ア
プリケーション構築編
(SBCD-330)』を参照してくださ
い。

NX シリーズ データリファ
レンスマニュアル

SBCA-410 形 NX-££££££ NX シリーズの
各ユニットのシ
ステム構成に必
要となるデータ
を一覧で閲覧し
たいとき。

NX シリーズの各ユニットの「消
費電力」、「質量」など、システム
構築に必要となるデータを集めて
記載しています。

NX シリーズ デジタル I/O
ユニット ユーザーズマニュ
アル

SBCA-407 形 NX-ID££££
形 NX-IA££££
形 NX-OC££££
形 NX-OD££££

NX シリーズ デ
ジタル I/O ユニ
ットの使用方法
について知りた
いとき。

NX シリーズ デジタル I/O ユニッ
トのハードウェアや設定方法、機
能について説明します。

NX シリーズ アナログ I/O
ユニット ユーザーズマニュ
アル
アナログ入力ユニット、アナ
ログ出力ユニット編

SBCA-408 形 NX-AD££££
形 NX-DA££££

NX シリーズ ア
ナログ入力ユニ
ットやアナログ
出力ユニットの
使用方法につい
て知りたいとき。

NX シリーズアナログ入力ユニッ
トやアナログ出力ユニットのハー
ドウェアや設定方法、機能につい
て説明します。

関連マニュアル
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マニュアル名称 Man.No. 形式 用途 内容
NX シリーズ アナログ I/O
ユニット ユーザーズマニュ
アル
温度入力ユニット、ヒータ断
線検知ユニット編

SBCA-440 形 NX-TS££££
形 NX-HB££££

NX シリーズ 温
度入力ユニット
やヒータ断線検
知ユニットの使
用方法について
知りたいとき。

NX シリーズ温度入力ユニットや
ヒータ断線検知ユニットのハード
ウェアや設定方法、機能について
説明します。

NX シリーズ システムユニ
ット ユーザーズマニュアル

SBCA-409 形 NX-PD1£££
形 NX-PF0£££
形 NX-PC0£££
形 NX-TBX01

NX シリーズ シ
ステムユニット
の使用方法につ
いて知りたいと
き。

NX シリーズ システムユニットの
ハードウェアや機能について説明
します。

NX シリーズ 位置インタフ
ェースユニット ユーザーズ
マニュアル

SBCE-374 形 NX-EC0£££
形 NX-ECS£££
形 NX-PG0£££

NX シリーズ 位
置インタフェー
スユニットの使
用方法について
知りたいとき。

NX シリーズ インクリメンタルエ
ンコーダ入力ユニット、SSI 入力
ユニット、パルス出力ユニットの
ハードウェアや設定方法、機能に
ついて説明します。

NX シリーズ コミュニケー
ションインタフェースユニ
ット ユーザーズマニュアル

SBCA-422 形 NX-CIF£££ NX シリーズ コ
ミュニケーショ
ンインタフェー
スユニットの使
用方法について
知りたいとき。

NX シリーズコミュニケーション
インタフェースユニットのハード
ウェアや設定方法、機能について
説明します。

NX シリーズ ロードセル入
力ユニット ユーザーズマニ
ュアル

SBCA-439 形 NX-RS££££ NX シリーズ ロ
ードセル入力ユ
ニットの使用方
法について知り
たいとき。

NX シリーズ ロードセル入力ユニ
ットのハードウェアや設定方法、
機能について説明します。

IO-Link システム ユーザー
ズマニュアル

SBCD-371 形 NX-ILM400
形 GX-ILM08C

IO-Link システ
ムについて、その
概要から詳細ま
で、IO-Link マス
タ共通のおもに
ソフトウェア的
な内容、関連サポ
ートソフトの操
作方法、トラブル
シューティング
を知りたいとき

IO-Link システムの概要、システ
ム構成、通信仕様／しくみ、I/O
データ、パラメータ、各種機能、
サポートソフト、トラブルシュー
ティングについて説明していま
す。IO-Link マスタユニット固有
のハードウェア的な内容、仕様、
および各オブジェクト一覧につい
ては、以下の各マスタユニットの
ユーザーズマニュアルを参照して
ください。
• NX シリーズ：SBCD-371
• GX シリーズ：SBCD-350F 以

降
NX シリーズ IO-Link マス
タユニット ユーザーズマニ
ュアル

SBCD-370 形 NX-ILM£££ NX シリーズ IO-
Link マスタユニ
ットの使用方法
について知りた
いとき。

NX シリーズ IO-Link マスタユニ
ットの、各部の名称と機能、取り
付け、配線、NX オブジェクト一
覧について説明しています。

関連マニュアル
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マニュアル改訂履歴
マニュアル改訂記号は、表表紙・裏表紙に記載されている Man.No. の後尾に付記されます。

SBCD-373C

改訂記号

改訂記号 改訂年月 改訂理由・改訂ページ
A 2017 年 6 月 初版
B 2017 年 10 月 NX-IO Configurator のバージョンに関する記述の追加
C 2019 年 3 月 ご承諾事項の改定

マニュアル改訂履歴
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1
特長と仕様

通信カプラユニットの設定を行うサポートソフトである NX-IO Configurator の特長
と仕様について説明します。

1-1 概要........................................................................................................................ 1 - 2
1-2 特長........................................................................................................................ 1 - 4
1-3 仕様........................................................................................................................ 1 - 5

1-3-1 商品形式 ..............................................................................................................1 - 5
1-3-2 対応言語 ..............................................................................................................1 - 5
1-3-3 使用可能な機種...................................................................................................1 - 5
1-3-4 使用可能なパソコン ...........................................................................................1 - 5

1-4 インストール、アンインストール、アップデート........................................... 1 - 6
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1-1 概要
NX-IO Configurator は、EtherNet/IP カプラユニットおよび、EtherNet/IP カプラユニットに装着さ
れた各 NX ユニットの設定やメンテナンスを行うためのソフトウェアです。
NX-IO Configurator がサポートする EtherNet/IP スレーブターミナルのシステム構成の一例を示し
ます。

NX-IO Configurator

スイッチングハブ

EtherNet/IPユニット 

EtherNet/IPユニット 

EtherNet/IPポート

通信ケーブル
Ethernetケーブル

ペリフェラル (USB)ポート

EtherNet/IPスレーブターミナル
(A) NXシリーズ
      EtherNet/IPカプラユニット    
      形 NX-EIC202

IO-Linkマスタユニット

IO-Linkデバイス

CS/CJシリーズ CPUユニット

CS/CJシリーズ CPUユニット

NX-IO Configurator

NX-IO Configurator

(B) NXユニット

(C) IO-Link システム

NX-IO Configurator

Ethernetユニット 

ペリフェラル／シリアル ポート (CS/CJ1)
USB／シリアル ポート (CJ2)

EtherNet/IPポート

Ethernetポート

EtherNet/IPポート

項目 説明
(A) EtherNet/IP カ

プラユニット
EtherNet/IP カプラユニットは、EtherNet/IP ネットワーク上で NX ユニット群と
EtherNet/IP ユニット間の I/O リフレッシュ通信を行うためのインタフェースユニッ
トです。
詳細は、『NX シリーズ EtherNet/IP カプラユニット ユーザーズマニュアル
(SBCD-365)』を参照してください。

(B) NX ユニット*1 外部接続機器の I/O 処理などを行います。EtherNet/IP カプラユニットを介して、
EtherNet/IP マスタと I/O リフレッシュ通信を行うユニットです。
詳細は、各 NX ユニットのマニュアルを参照してください。

1 特長と仕様
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項目 説明
(C) IO-Link システ

ム
IO-Link は、国際標準規格 IEC61131-9 で規定された、センサまたはアクチュエータな
どのデバイスとの 1 対 1 接続の標準インタフェースです。
IO-Link デバイスの設定は、サポートソフト“CX-ConfiguratorFDT”で行います。
詳細は、『IO-Link システム ユーザーズマニュアル(SBCD-371)』を参照してくださ
い。

*1. NX-IO Configurator は NX シリーズ セーフティコントロールユニットをサポートしていません。NX シリ
ーズ セーフティコントロールユニットを使用する場合は、Sysmac Studio が必要です。

1 特長と仕様
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1-2 特長
NX-IO Configurator には次の特長があります。

豊富な接続方法
USB による直接接続や Ethernet による接続を使用して、装置構成のコントローラの種類によらず通
信カプラユニットに接続して設定を行うことができます。またオムロン製コントローラを使用してい
る場合は、コントローラ経由の接続など、様々な接続方法をサポートします。

1 特長と仕様
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1-3 仕様

1-3-1 商品形式
NX-IO Configurator は、CX-One（形 CXONE-AL££D-V4）に同梱されます。
CX-One の商品形式の詳細については、『CX-One セットアップマニュアル（SBCA-346）』を参照し
てください。

1-3-2 対応言語
NX-IO Configurator は、日本語、および英語に対応しています。インストール時に日本語を選択して
インストールした場合は日本語、日本語以外を選択した場合は英語でインストールされます。

1-3-3 使用可能な機種
NX-IO Configurator でプロジェクト作成時に選択可能な機種は以下のとおりです。

形式 ユニットバージョン
形 NX-EIC202 1.0

1.2

使用上の注意

ユニットバージョンによって使用可能な接続方法に制限があります。詳細は、「4-3-1 接続方法
の種類 (P.4 - 12)」を参照してください。

1-3-4 使用可能なパソコン
使用可能なパソコンの動作環境については、『CX-One セットアップマニュアル（SBCA-346）』を参
照してください。

1 特長と仕様
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1-4 インストール、アンインストール、アッ
プデート

インストール、アンインストール、およびアップデートの方法については、『CX-One セットアップマ
ニュアル（SBCA-346）』を参照してください。

1 特長と仕様
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2
使用手順と機能一覧

本章では、サポートソフトの基本的な使用手順や、メニュー、基本操作、機能一覧に
ついて説明します。

2-1 基本的な使用手順................................................................................................. 2 - 2
2-2 画面各部の説明..................................................................................................... 2 - 4

2-2-1 メインウィンドウ...............................................................................................2 - 4
2-2-2 マルチビューエクスプローラ............................................................................2 - 5
2-2-3 エディットウィンドウ .......................................................................................2 - 7
2-2-4 ツールボックス...................................................................................................2 - 7
2-2-5 アウトプットウィンドウ ...................................................................................2 - 8
2-2-6 ウィンドウ表示位置の変更................................................................................2 - 8

2-3 メニューの階層一覧........................................................................................... 2 - 13
2-3-1 メインメニュー................................................................................................ 2 - 13
2-3-2 コンテキストメニュー .................................................................................... 2 - 13

2-4 ツールバー .......................................................................................................... 2 - 16
2-5 基本的な操作一覧............................................................................................... 2 - 17
2-6 機能一覧.............................................................................................................. 2 - 18
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2-1 基本的な使用手順
ここでは NX-IO Configurator の基本的な使用手順を説明します。

1 NX-IO Configurator の起動
NX-IO Configurator の起動を行います。

手順 内容 参照先
起動 NX-IO Configurator を起動します。 「3-1-1 起動 (P.3 - 2)」

2 プロジェクトの作成
プロジェクトを作成し、通信カプラユニットを追加します。

手順 内容 参照先
プロジェクトの新
規作成

プロジェクトを新規作成します。 「3-2-1 プロジェクトファイルの新
規作成 (P.3 - 3)」

通信カプラユニッ
トの追加

使用する通信カプラユニットを追加しま
す。

「3-2-6 スレーブターミナルの追加
(P.3 - 5)」

プロジェクトの保
存

プロジェクトを保存します。 「3-2-3 プロジェクトファイルの保
存 (P.3 - 4)」

プロジェクトを開
く

保存したプロジェクトを開きます。 「3-2-5 プロジェクトファイルを開
く (P.3 - 5)」

3 スレーブターミナル構成の作成
通信カプラユニットに NX ユニットを追加してスレーブターミナル構成を作成し、各ユニット
の設定を行います。

手順 内容 参照先
NX ユニットの追加 通信カプラユニットに NX ユニットを追

加し、スレーブターミナル構成を作成しま
す。

「オフラインでの NX ユニット登録
（スレーブターミナル構成の構築）
(P.4 - 3)」

スレーブターミナ
ル構成情報の設定

通信カプラユニット、NX ユニットのスレ
ーブターミナル構成情報を設定します。

「通信カプラユニットおよび NX ユ
ニット設定 (P.4 - 4)」

I/O 割付の設定 通信カプラユニット、NX ユニットの I/O
割付を設定します。

「I/O 割付設定 (P.4 - 5)」

NX ユニットの動作
設定

各 NX ユニットの動作設定を行います。 「ユニット動作設定 (P.4 - 6)」

4 スレーブターミナル構成・設定の転送
通信カプラユニットの実機にオンライン接続し、スレーブターミナル構成・設定を転送します。

手順 内容 参照先
スレーブターミナ
ルへの接続

通信設定を行い、通信カプラユニットへオ
ンライン接続します。

「4-3 スレーブターミナルとの接続
(P.4 - 12)」

スレーブターミナ
ル構成の照合・転送

パソコンと実機のスレーブターミナル構
成情報を照合し、設定を実機へ転送しま
す。

「4-4-1 スレーブターミナル構成の
照合／転送 (P.4 - 22)」

NX ユニット設定の
照合・転送

パソコンと実機の各 NX ユニットの設定
を照合し、設定を実機へ転送します。

「4-4-3 ユニット動作設定の転送
(P.4 - 26)」

5 NX-IO Configurator の終了
NX-IO Configurator の終了を行います。

2 使用手順と機能一覧
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手順 内容 参照先
終了 NX-IO Configurator を終了します。 「3-1-2 終了 (P.3 - 2)」

6 運用・保守
異常発生時にトラブルシュート機能を使用して原因を確認します。また、校正機能を持つユニ
ットの校正を行います。

手順 内容 参照先
トラブルシュート 異常が発生したときに、発生中の異常やイ

ベントを確認して異常を解除します。
「5-1 トラブルシュート
(P.5 - 2)」

NX ユニットの校正 アナログ入出力ユニットやロードセル入
力ユニットなど、校正機能を持つ NX ユニ
ットの構成を行います。

「5-8 NX ユニットの固有機能
(P.5 - 21)」

2 使用手順と機能一覧
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2-2 画面各部の説明
NX-IO Configurator の画面各部の名称や機能、基本的な配置について説明します。
ウィンドウの表示位置は変更することができます。表示位置の変更方法は「2-2-6 ウィンドウ表示位
置の変更 (P.2 - 8)」を参照してください。

2-2-1 メインウィンドウ
メインウィンドウは、プロジェクトを開いたときに表示されるウィンドウのことです。

(g) (f)(h)

(b) (c) (e)(d)(a)

名称
(a) マルチビューエクスプローラ
(b) メインメニュー
(c) ツールバー
(d) エディットウィンドウ
(e) ツールボックス
(f) ステータスバー
(g) アウトプットウィンドウ
(h) フィルタウィンドウ

2 使用手順と機能一覧
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2-2-2 マルチビューエクスプローラ
NX-IO Configurator のすべてのデータにアクセスするための、アクセスポイントとなるウィンドウで
す。スレーブターミナル構成をツリー構造で表示します。

(a)

(b)

(c)

(d)

項目 説明
(a) デバイスリス

ト
現在メインウィンドウに表示中のスレーブターミナル名を表示します。表示するスレー
ブターミナルを切り替える場合は、ここで対象を選択します。

(b) デバイスアイ
コン

通信カプラユニットのアイコンが表示されます。
アイコンを右クリックすると、コンテキストメニューが表示されます。

(c) 構成・設定 スレーブターミナル構成を表示します。通信カプラユニット、NX ユニットが表示されま
す。
設定項目を持つユニットを右クリックすると、コンテキストメニューが表示されます。

(d) プログラミン
グ

（NX-IO Configurator では使用しません。）

カラーコード
マルチビューエクスプローラに表示される各項目の先頭に、5 色の印を付加します。
色の使用ルールを決め、各データの開発状況や担当者の分担などの目印として使用することができま
す。また、後述するフィルタウィンドウの検索条件として使用できます。
色を変更するには、各項目の先頭の四角枠をクリックし、色のリストから選択します。

2 使用手順と機能一覧
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異常アイコン
項目の設定に誤りがあることを示します。
アイコンのツールチップに誤りの内容が表示されます。

フィルタウィンドウ
カラーコードや異常アイコンの表示されている項目を検索し、一覧表示することができるウィンドウ
です。

フィルタウィンドウは、フィルタウィンドウバーをクリックすることで表示され、マウスが離れて 5
秒経過すると、非表示状態に戻ります。ピンボタンをクリックすることにより、表示状態を固定でき
ます。

2 使用手順と機能一覧
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ドロップダウンリストから異常、または対象の色を選択し、［実行］ボタンをクリックすると、異常ア
イコンが表示されている項目だけ、または対象のカラーコードが付加された項目だけが表示されます。
検索結果から項目をダブルクリックすることで、その項目の編集画面を表示することができます。

2-2-3 エディットウィンドウ
スレーブターミナル構成編集画面や、各ユニットの設定画面を表示します。マルチビューエクスプロ
ーラの項目をダブルクリックするか、右クリックして編集メニューを選択すると、エディットウィン
ドウに設定画面が表示されます。
各項目のウィンドウはタブ形式で表示され、クリックして表示を切り替えることができます。また、
タブをドラッグしてウィンドウを並べて表示することもできます。詳細は、「2-2-6 ウィンドウ表示位
置の変更 (P.2 - 8)」を参照してください。

参考

• 同時に表示できるエディットウィンドウの枚数をオプション設定で変更することができま
す。デフォルトは 10 枚、最大表示枚数は 20 枚です。また、最大表示枚数を超えたときに、
使用していない古いウィンドウを自動的に閉じるように設定することもできます。設定の詳
細は「5-9 NX-IO Configurator オプション設定 (P.5 - 30)」を参照してください。

• タブの右クリックメニューから、エディットウィンドウをすべて閉じたり、選択しているエ
ディットウィンドウ以外を閉じたりすることができます。

2-2-4 ツールボックス
エディットウィンドウに表示された項目に使用する部品を表示するウィンドウです。

NX ユニット一覧
スレーブターミナル構成編集画面を表示すると、追加可能な NX ユニットの一覧が表示されます。

2 使用手順と機能一覧
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(a)

(b)

(c)

(d)

項目 説明
(a) デバイスグルー

プ
NX ユニットのグループを表示します。選択したグループの NX ユニットがデバイス
一覧に表示されます。

(b) 表示デバイスフ
ィルタ

デバイス一覧に表示する NX ユニットを絞り込むための設定です。

(c) デバイス一覧 NX ユニットの一覧が表示されます。デバイス一覧から NX ユニットをドラッグし、ス
レーブターミナル構成編集画面にドロップすることで NX ユニットを登録することが
できます。

(d) デバイスの説明 デバイス一覧で選択したユニットの説明が表示されます。

2-2-5 アウトプットウィンドウ
様々な処理結果を表示します。

2-2-6 ウィンドウ表示位置の変更
NX-IO Configurator のメインウィンドウを構成する各ウィンドウを任意の位置に配置したり、ウィン
ドウの表示／非表示を切り替えたりすることができます。

ウィンドウのドッキング／アンドッキング
エディットウィンドウやウォッチウィンドウなどのウィンドウを、メインウィンドウから切り離して
任意の位置に配置したり、複数のウィンドウをまとめてタブグループ表示にしたりすることができま
す。
メインウィンドウから切り離す操作をアンドッキング、再びメインウィンドウ内に配置する操作をド
ッキングと呼びます。また、メインウィンドウから切り離した状態のウィンドウをフローティングウ
ィンドウ、メインウィンドウ内に配置されたウィンドウをドッキングウィンドウと呼びます。

2 使用手順と機能一覧
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l ウィンドウをアンドッキングする

1 対象のウィンドウのタイトルバー、または対象のタブをクリックし、そのままドラッグします。
ドッキングガイドが表示されます。

2 ドッキングガイド以外の任意の位置でマウスのボタンを離します。
対象のウィンドウがフローティング状態になります。

l ウィンドウをドッキングする

1 対象のウィンドウのタイトルバー、または対象のタブをクリックし、そのままドラッグします。
ウィンドウを配置可能な場所にドッキングガイドが表示されます。
表示されるドッキングガイドのアイコンはマウスカーソルの位置によって異なります。アイコ
ンには次の種類があります。

2 使用手順と機能一覧
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アイコン 説明
ドラッグしたウィンドウを、アイコンが表示されているウィンドウの上下左右に並べて配置
します。
ドラッグしたウィンドウを、アイコンが表示されているウィンドウに重ねて、タブグループ
化します。

ドッキングガイドのアイコンにマウスカーソルを合わせると、ウィンドウがドッキングされる
位置に青色の網掛け領域が表示されます。

2 ドッキングガイドの任意のアイコンにマウスポインタを合わせてマウスのボタンを離します。
対象のウィンドウが青色の網掛けで表示されたドッキング位置に配置されます。

ウィンドウはドッキング可能な場所に応じて、次の 2 種類のグループに分けられます。

2 使用手順と機能一覧
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ウィンドウのグル
ープ 対象のウィンドウ ドッキング可能な場所

エディットウィン
ドウ

エディットウィンド
ウ

エディットウィンドウ

ツールウィンドウ マルチビューエクス
プローラ

メインウィンドウ内のエディットウィンドウ以外の領域
および他のツールウィンドウ

ツールボックス
アウトプットウィン
ドウ

本項では、エディットウィンドウ以外のウィンドウのグループを総称してツールウィンドウと
呼びます。
同じグループのウィンドウ同士はタブグループ化することができます。

参考

• ドラッグしたツールウィンドウは、メインウィンドウだけでなく別のフローティング状態の
ツールウィンドウに対しても、上下左右に並べて、または重ねてタブグループとして配置す
ることができます。

• 次の方法でもウィンドウのフローティング状態とドッキング状態を交互に切り替えることが
できます。
• ウィンドウのタイトルバーまたはタブをダブルクリックする
• ウィンドウのタイトルバーまたはタブを右クリックして表示されるメニューから［フロー

ティング］／［ドッキング］を選択する。

l ウィンドウのフォーカスを切り替える
Ctrl+Tab キーを使用して、ウィンドウのフォーカスを切り替えることができます。

1 エディットウィンドウまたはツールウィンドウにフォーカスがある状態で、Ctrl+Tab キーを押
します。
表示切り替えビューが表示されます。

2 Ctrl キーを押したまま、Tab キーまたは方向キーを数回押し、任意のウィンドウ名を選択しま
す。
キーを離すと、表示切り替えビューが消え、選択されたウィンドウにフォーカスが移動します。

l ウィンドウのレイアウトをデフォルトに戻す
各ウィンドウの表示位置を、初期配置に戻します。

［表示］メニューから［ウィンドウレイアウトのリセット］を選択します。

2 使用手順と機能一覧
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ドッキングウィンドウの表示／非表示
メインウィンドウ内に配置されたツールウィンドウの表示／非表示を切り替えることができます。
ツールボックスを例に手順を説明します。

1 ツールボックスのピンボタンをクリックします。

ツールボックスのウィンドウが消え、ウィンドウが接していた一番近いメインウィンドウの枠
に表示／非表示切替タブが表示されます。

表示／非表示切替タブにマウスカーソルを合わせるとツールボックスが表示され、カーソルを
外すとツールボックスが非表示になります。

2 ウィンドウを再度表示したままにするには、ツールボックスを表示させた状態で横向きのピン
ボタンをクリックします。

2 使用手順と機能一覧
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2-3 メニューの階層一覧
メインウィンドウのメニュー、および主な項目のコンテキストメニューについて説明します。

2-3-1 メインメニュー
メインウィンドウのメニューの一覧は次のとおりです。

メインメニュー サブメニュー
ファイル 新規作成 -

開く
閉じる
保存
名前を付けて保存
ページ設定
印刷
終了

編集 元に戻す -
やり直す
切り取り
コピー
貼り付け
削除
すべて選択

表示 マルチビューエクスプローラ -
ツールボックス
アウトプットウィンドウ
ウィンドウレイアウトのリセット
プロパティ

挿入 スレーブターミナル EtherNet/IP カプラ
カプラ インタフェースの選択 -
ツール トラブルシュート、イベントログ -

オプション
ヘルプ 目次 -

バージョン情報

2-3-2 コンテキストメニュー

マルチビューエクスプローラ
マルチビューエクスプローラ上の項目を右クリックしたときに表示されるメニューの一覧は次のとお
りです。
選択する項目によって表示されるメニューは異なります。

¡：表示対象

メニュー サブメニュー
選択項目

通信カプラユニット NX ユニット
編集 - ¡ ¡

ユニット動作設定 ¡

2 使用手順と機能一覧
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メニュー サブメニュー
選択項目

通信カプラユニット NX ユニット
通信カプラ接続 - -

オンライン ¡

オフライン ¡

設定の転送 [パソコン→通信カプラ] ¡

設定の転送[通信カプラ→パソコン] ¡

設定の照合 ¡

I/O 割付表示 - ¡

上に移動 - ¡

下に移動 ¡

スレーブターミナル構成編集画面
スレーブターミナル構成編集画面上の項目を右クリックしたときに表示されるメニューの一覧は次の
とおりです。
選択する項目によって表示されるメニューは異なります。

¡：表示対象

メニュー サブメニュー
選択項目

通信カプラ
ユニット NX ユニット 背景

部
切り取り - ¡ ¡

コピー - ¡ ¡

貼り付け - ¡ ¡

削除 - ¡ ¡

元に戻す - ¡ ¡ ¡

やり直す - ¡ ¡ ¡

形式変更 - ¡ ¡

ユニット動作設定の編集 - ¡ ¡

ユニット動作設定の貼り付け - ¡ ¡

NX ユニット設定をインポートし新規追加 - ¡ ¡

NX ユニット設定のエクスポート - ¡ ¡

全 NX ユニット設定のインポート - ¡ ¡

全 NX ユニット設定のエクスポート - ¡ ¡

形式／ユニット名表示 - ¡ ¡ ¡

全クリア - ¡

全 NX ユニットのシリアル番号取得 - ¡ ¡ ¡

実ユニット構成と比較・マージ - ¡ ¡ ¡

生産情報表示 - ¡ ¡ ¡

メモリオールクリア - ¡ ¡

リスタート - ¡ ¡

ユーザ校正 - ¡*1

校正とデータトレース - ¡*2

CIF シリアルラインモニタ - ¡*3

2 使用手順と機能一覧
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メニュー サブメニュー
選択項目

通信カプラ
ユニット NX ユニット 背景

部
通信カプラ接続 - - -

オンライン ¡ ¡

オフライン ¡ ¡

設定の転送 [パソコン→通
信カプラ]

¡ ¡

設定の転送[通信カプラ→
パソコン]

¡ ¡

設定の照合 ¡ ¡

*1. アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニットを選択した場合だけ表示されます。
*2. ロードセル入力ユニットを選択した場合だけ表示されます。
*3. シリアルインタフェースユニットを選択した場合だけ表示されます。

2 使用手順と機能一覧

2 - 15NX-IO Configurator オペレーションマニュアル (SBCD-373)

2-3 メ
ニ

ュ
ー

の
階

層
一

覧

2

2-3-2 コ
ン

テ
キ

ス
ト

メ
ニ

ュ
ー



2-4 ツールバー
ツールバーのアイコンについて説明します。

アイコン 説明 対応するメニュー
新規作成 ［ファイル］-［新規作成］

開く ［ファイル］-［開く］

保存 ［ファイル］-［保存］

切り取り ［編集］–［切り取り］

コピー ［編集］–［コピー］

貼り付け ［編集］–［貼り付け］

削除 ［編集］–［削除］

元に戻す ［編集］–［元に戻す］

やり直す ［編集］–［やり直す］

ヘルプ ［ヘルプ］–［目次］

アウトプットウィンドウの表示 ［表示］–［アウトプットウィンドウ］

トラブルシュートウィンドウの表示 ［ツール］–［トラブルシュート、イベントログ］

2 使用手順と機能一覧
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2-5 基本的な操作一覧
マルチビューエクスプローラやエディットウィンドウで行う基本的な編集操作の一覧を示します。
編集対象によっては、メニューの名称が異なる場合があります。また、固有の操作や存在しない操作
もあります。

編集操作 ツールバー メインメニュー コンテキストメ
ニュー マウス操作 ショートカット

キー
挿入する – ［挿入］ – – ［Alt］+［I］
切り取る ［編集］–［切り

取り］
［切り取り］ 対象を選択して

ドラッグ
［Ctrl］+［X］

コピーする ［編集］–［コピ
ー］

［コピー］ Ctrl キーを押し
ながら対象を選
択してドラッグ

［Ctrl］+［C］

貼り付ける ［編集］–［貼り
付け］

［貼り付け］ ドロップ ［Ctrl］+［V］

削除する ［編集］–［削除］［削除］ – ［Delete］

すべて選択する – ［編集］–［すべ
て選択］

– – ［Ctrl］+［A］

名前を変更する – – ［名前の変更］ – –
行を選択する – – – 範囲を囲む ［Shift］+［↑］、

［↓］、［←］、［→］
元に戻す ［編集］–［元に

戻す］
［元に戻す］ – ［Ctrl］+［Z］

やり直す ［編集］–［やり
直す］

［やり直す］ – ［Ctrl］+［Y］

編集モードにす
る

– – – ダブルクリック ［F2］

編集モードを抜
ける

– – – クリック ［Enter］

カーソルを移動
する

– – – – ［↑］、［↓］、
［←］、［→］

カーソルを次の
項目／前の項目
へ移動する

– – – – ［Tab］／
［Shift］+［Tab］

カーソルを行の
先頭へ移動する

– – – – ［Home］

カーソルを行の
末尾へ移動する

– – – – ［End］

次のページに移
動する

– – – – ［PageDown］

前のページに移
動する

– – – – ［PageUp］

2 使用手順と機能一覧
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2-6 機能一覧

EtherNet/IP スレーブターミナル設定

項目 機能 参照先
EtherNet/IP スレーブ
ターミナルの構成・設定

EtherNet/IP ネットワークに接続するスレーブタ
ーミナルの構成を作成し、スレーブターミナルを
構成する NX ユニットを設定します。

「4-1 スレーブターミナルの構成
の作成と設定 (P.4 - 2)」

NX ユニットの登
録

ツールボックスに表示されるデバイスリストから
NX ユニットを装着する箇所へドラッグ&ドロッ
プすることで装置を構築します。

「スレーブターミナルへの NX ユ
ニット登録 (P.4 - 3)」

NX ユニットの設
定

NX ユニットの I/O 割付設定、NX ユニットの装着
設定、ユニット動作設定を編集します。

「通信カプラユニットおよび NX
ユニット設定 (P.4 - 4)」

スレーブターミナ
ル構成の幅の表示

ユニット構成情報を元に、スレーブターミナル構
成の幅を表示します。

「スレーブターミナルの幅の表示
(P.4 - 4)」

スレーブターミナ
ル構成情報の比
較・マージ

オンライン状態でプロジェクト上の構成情報と実
機構成を比較し、追加修正したい差分ユニットを
選択しマージすることができます。

「オンラインでの NX ユニット登
録（スレーブターミナル構成の構
築） (P.4 - 9)」

スレーブターミナ
ル構成情報の転送

ユニット構成情報をスレーブターミナルへ転送し
ます。

「4-4-1 スレーブターミナル構成
の照合／転送 (P.4 - 22)」

2 使用手順と機能一覧
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3
起動とプロジェクトの作成

本章では、サポートソフトの起動方法やプロジェクトの作成、保存方法について説明
します。

3-1 起動と終了 ............................................................................................................ 3 - 2
3-1-1 起動 .....................................................................................................................3 - 2
3-1-2 終了 ......................................................................................................................3 - 2

3-2 プロジェクトファイルの操作 ............................................................................. 3 - 3
3-2-1 プロジェクトファイルの新規作成....................................................................3 - 3
3-2-2 プロジェクトのプロパティの編集....................................................................3 - 4
3-2-3 プロジェクトファイルの保存............................................................................3 - 4
3-2-4 プロジェクトファイルに名前を付けて保存.....................................................3 - 4
3-2-5 プロジェクトファイルを開く............................................................................3 - 5
3-2-6 スレーブターミナルの追加................................................................................3 - 5
3-2-7 デバイスの変更...................................................................................................3 - 6
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3-1 起動と終了
サポートソフトの起動手順と終了手順について説明します。

3-1-1 起動
NX-IO Configurator の起動手順を説明します。

1 スタートメニューから［すべてのプログラム］–［OMRON］–［CX-One］–［NX-IO
Configurator］–［NX-IO Configurator］を選択します。
NX-IO Configurator が起動し、スタートウィンドウが表示されます。

3-1-2 終了
NX-IO Configurator の終了手順を説明します。

1 メインメニューから［ファイル］–［終了］を選択します。または、ウィンドウのÍボタンを
クリックします。
編集中のプロジェクトが保存されていない場合、プロジェクトの保存を確認するダイアログボ
ックスが表示されます。

2 プロジェクトを保存する場合は、［はい］ボタンをクリックしてプロジェクトファイルを保存し
ます。
NX-IO Configurator が終了します。

3 起動とプロジェクトの作成
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3-2 プロジェクトファイルの操作
プロジェクトの新規作成、保存などのプロジェクトファイルの操作について説明します。

3-2-1 プロジェクトファイルの新規作成
プロジェクトファイルを新規作成する手順を説明します。

1 メインメニューから［ファイル］–［新規作成］を選択します。または、ツールバーの［新規作
成］ボタンをクリックします。

［新規プロジェクト］ダイアログボックスが表示されます。

［新規プロジェクト］ダイアログボックスで設定する項目は次の通りです。

項目 説明
プロジェクト名 プロジェクト名を入力します。
作成者 作成者名を入力します。NX-IO Configurator をインストールして初めてプロジェク

トを新規作成したときは、Windows のログインユーザ名が表示されます。*1

コメント コメントを入力します。
カテゴリ デバイスのカテゴリを選択します。
デバイス 使用するデバイスを選択します

*1. プロジェクトの新規作成時に表示する作成者名を変更することができます。変更はオプション設定
で行います。詳細は「5-9 NX-IO Configurator オプション設定 (P.5 - 30)」を参照してくださ
い。

2 ［新規プロジェクト］ダイアログボックで必要な項目を設定し、［OK］ボタンをクリックしま
す。

［デバイス追加］ダイアログボックスが表示されます。

3 形式名、ユニットバージョンを選択して、［OK］ボタンをクリックします。
メインウィンドウに、選択したデバイスが表示されます。

3 起動とプロジェクトの作成
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3-2-2 プロジェクトのプロパティの編集
プロジェクトのプロパティを編集する手順を説明します。

1 メインメニューから［表示］–［プロパティ］を選択します。
［プロジェクトのプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

2 各項目を編集して、［OK］ボタンをクリックします。
編集内容が保存されます。

3-2-3 プロジェクトファイルの保存
編集中のプロジェクトファイルを保存する方法を説明します。

1 メインメニューから［ファイル］–［保存］を選択します。または、ツールバーの［保存］ボタ
ンをクリックします。
編集中のプロジェクトファイルが保存されます。

3-2-4 プロジェクトファイルに名前を付けて保存
プロジェクトファイルに名前を付けて保存する方法を説明します。

1 メインメニューから［ファイル］–［名前を付けて保存］を選択します。
［名前をつけて保存］ダイアログボックスが表示されます。

3 起動とプロジェクトの作成
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2 プロジェクトファイルの保存先を選択し、ファイル名を入力して［保存］ボタンをクリックし
ます。
プロジェクトファイルが保存されます。

3-2-5 プロジェクトファイルを開く
プロジェクトファイルを開く方法を説明します。

1 メインメニューから［ファイル］–［開く］を選択します。または、ツールバーの［開く］ボタ
ンをクリックします。

［開く］ダイアログボックスが表示されます。

2 対象のファイルを選択して、［開く］ボタンをクリックします。
プロジェクトが開きます。

参考

編集中のプロジェクトがある場合は、編集中のプロジェクトの保存確認ダイアログボックスが
表示されます。

3-2-6 スレーブターミナルの追加
プロジェクトにスレーブターミナルを追加する方法を説明します。

1 メインメニューから［挿入］–［スレーブターミナル］–［EtherNet/IP カプラ］を選択します。
［デバイス追加］ダイアログボックスが表示されます。

2 形式名およびユニットバージョンを選択し、［OK］ボタンをクリックします。
スレーブターミナルが追加されます。

3 起動とプロジェクトの作成
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3-2-7 デバイスの変更
表示中のデバイスの形式やバージョンを変更する方法を説明します。変更可能な形式、デバイスが存
在する場合にメニューを選択することができます。

1 マルチビューエクスプローラでデバイスアイコンを右クリックして、［デバイス変更］を選択し
ます。

［デバイス変更］ダイアログボックスが表示されます。

2 形式名、ユニットバージョンを選択し、［OK］ボタンをクリックします。
デバイスが変更されます。

3 起動とプロジェクトの作成
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4
スレーブターミナルの設定と転送

本章では、スレーブターミナルの構成・設定方法や転送方法の手順について説明しま
す。

4-1 スレーブターミナルの構成の作成と設定.......................................................... 4 - 2
4-1-1 スレーブターミナル構成編集画面の起動 ........................................................4 - 2
4-1-2 スレーブターミナル構成の作成........................................................................4 - 3

4-2 I/O 割付情報の表示 ........................................................................................... 4 - 11
4-3 スレーブターミナルとの接続 ........................................................................... 4 - 12

4-3-1 接続方法の種類................................................................................................ 4 - 12
4-3-2 接続方法の選択................................................................................................ 4 - 12
4-3-3 接続手順 ........................................................................................................... 4 - 13

4-4 スレーブターミナルの設定の転送.................................................................... 4 - 22
4-4-1 スレーブターミナル構成の照合／転送 ......................................................... 4 - 22
4-4-2 スレーブターミナル設定情報の転送 ............................................................. 4 - 24
4-4-3 ユニット動作設定の転送 ................................................................................ 4 - 26
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4-1 スレーブターミナルの構成の作成と設定
ここでは、スレーブターミナル構成の作成・設定方法を説明します。
スレーブターミナルの構成・設定では、スレーブターミナル構成を作成し、スレーブターミナルを構
成する NX ユニットの設定を行います。通信カプラユニットに NX ユニットおよびエンドカバーを装
着した構成をスレーブターミナルと呼び、本サポートソフトでは、実際の機器を組み立てるような感
覚でスレーブターミナル構成を構築することができます。
スレーブターミナル構成は、通信カプラユニットから起動したスレーブターミナル構成編集画面で作
成します。

安全上の要点

• 以下の設定を転送する際に、不適切なパラメータが設定されると、設備が予期しない動作を
する恐れがあります。設備に影響がないことを確認してから、転送を実行してください。 ま
た、ユニット構成や IO 割付、ユニット動作設定が正しくスレーブターミナルに設定されたこ
とを確認してから、本稼働を実行してください。
• 通信カプラユニット設定および NX ユニット設定
• 通信カプラユニットおよび NX ユニットのノードアドレス、ユニット番号の設定
• 通信カプラユニットおよび NX ユニットの PDO マッピング設定

• スレーブターミナルの構成情報を転送する際、不適切なユニット構成情報が転送されている
と、設備が予期しない動作をする恐れがあります。また適切なユニット構成情報が設定され
ている場合も、設備に影響がないことを確認してから、転送を実行してください。

• 通信カプラユニットおよび NX ユニットの設定をインポートして設定を転送する場合は、ユ
ニット構成や IO 割付、ユニット動作設定が正しくスレーブターミナルに設定されたことを確
認してから、本稼働を実行してください。

参考

NX-IO Configurator は NX シリーズ セーフティコントロールユニットをサポートしていませ
ん。NX シリーズ セーフティコントロールユニットを使用する場合は、Sysmac Studio が必要
です。

4-1-1 スレーブターミナル構成編集画面の起動
スレーブターミナル構成編集画面の起動手順について説明します。

1 マルチビューエクスプローラで通信カプラユニットをダブルクリックします。または、通信カ
プラユニットを右クリックして［編集］を選択します。
エディットウィンドウにスレーブターミナル構成編集画面が表示されます。

4 スレーブターミナルの設定と転送
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4-1-2 スレーブターミナル構成の作成
スレーブターミナル構成の作成手順について説明します。

オフラインでの NX ユニット登録（スレーブターミナル構成の構築）

l スレーブターミナルへの NX ユニット登録

1 ［ツールボックス］で選択した NX ユニットをドラッグし、スレーブターミナル構成編集画面へ
ドロップします。
NX ユニットが追加されます。

l 登録した NX ユニットの削除

1 削除するユニットを右クリックして［削除］を選択します。
ユニットが削除されます。

l すべての NX ユニットの削除

1 ユニットのない場所で右クリックして［全クリア］を選択します。
登録したユニットがすべて削除されます。

l NX ユニットの移動

1 移動するユニットを右クリックして［切り取り］を選択します。

2 挿入したい位置の左隣のユニットを右クリックして［貼り付け］を選択します。
ユニットが移動します。

参考

対象のユニットをドラッグし、挿入位置にドロップすることで移動することもできます。

l NX ユニットのコピー／貼り付け

1 コピーするユニットを右クリックして［コピー］を選択します。

4 スレーブターミナルの設定と転送
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2 挿入したい位置の左隣のユニットを右クリックして［貼り付け］を選択します。
コピーしたユニットが挿入されます。

参考

ユニットのコピー／貼り付け操作では、デバイス名とユニット番号を除く設定値がコピーされ
ます。デバイス名とユニット番号は重複しない値が自動で設定されます。

l NX ユニットの表示切り替え
ユニットの表示を、外観図表示から形式／ユニット名表示へ切り替えます。

1 スレーブターミナル構成編集画面上で右クリックして［形式／ユニット名表示］を選択します。
形式／ユニット名表示に変更され、矩形内に形式名、デバイス名が表示されます。 表示を戻す
場合は、再び［形式／ユニット名表示］を選択し、チェックを外します。

l スレーブターミナルの幅の表示

1 スレーブターミナルの右端にある下向き三角マークのバーをクリックします。

スレーブターミナルの幅が表示されます。

通信カプラユニットおよび NX ユニット設定
スレーブターミナル構成編集画面上で設定可能な通信 カプラユニットおよび NX ユニットの設定項
目について説明します。「NX ユニット」と明記されていないものは、通信カプラユニットと NX ユニ
ット共通の項目です。

安全上の要点

NX ユニットの異常の重要度を変更する際に、不適切なパラメータが設定されると、設備が予期
しない動作をする恐れがあります。設備に影響がないことを確認してから、転送を実行してく
ださい。

l ユニット設定の項目リストの表示
ユニットのパラメータの設定はユニット設定の項目リストで行います。

1 スレーブターミナル構成編集画面上でユニットを選択します。
ユニット設定の項目リストが表示されます。

4 スレーブターミナルの設定と転送
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l I/O 割付設定

1 ユニット設定の項目リストの［I/O 割付設定の編集］ボタンをクリックします。
I/O 割付設定の編集画面が表示されます。

l NX ユニットの装着設定
将来的に追加する予定のある NX ユニットの［NX ユニットの装着設定］を［無効］ に設定してお
くと、実際のスレーブターミナルにユニットが存在しなくても、該当ユニット以外のユニット設定
やデバッグを進めることができます。

1 ユニット設定の項目リストの［NX ユニットの装着設定］で、［無効］を選択します。
対象ユニットに無効アイコンが表示されます。

元に戻すには、［NX ユニットの装着設定］で［有効］を選択します。

4 スレーブターミナルの設定と転送
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参考

有効／ 無効に関わらず、通信カプラユニットの I/O データに、この NX ユニットの I/O 割付設
定が反映されます。 ［無効］に設定した場合、次のようになります。
• NX ユニットを装着しない場合は、ユニット構成照合異常は発生せず、NX ユニット番号が確

保され、入力値はゼロ固定となります。
• NX ユニットを装着した場合は、ユニット構成照合異常が発生します。

l ユニット動作設定

1 ユニットをダブルクリックするか、右クリックして［ユニット動作設定の編集］を選択します。
ユニット動作設定画面が表示されます。

参考

パラメータ設定の項目はユニットごとに異なります。詳細は各ユニットのユーザーズマニュア
ルを参照してください。

l NX ユニット設定のエクスポート
NX ユニット設定を、拡張子「nsf」のファイルに保存します。

1 スレーブターミナル構成編集画面上で NX ユニットを右クリックして［NX ユニット設定のエ
クスポート］を選択します。
ファイルの保存先選択ダイアログボックスが表示されます。

2 ファイル名を指定して、［OK］ボタンをクリックします。
ファイルが保存されます。

l NX ユニット設定をインポートして新規追加
拡張子「nsf」の NX ユニット設定ファイルをインポートし、NX ユニットをスレーブターミナルに
新規追加します。

4 スレーブターミナルの設定と転送
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1 スレーブターミナル構成編集画面上でユニットを右クリックして［NX ユニット設定をインポ
ートし新規追加］を選択します。
ファイルの選択ダイアログボックスが表示されます。

2 ファイルを選択して、［OK］ボタンをクリックします。
ファイルの設定に従った NX ユニットが、スレーブターミナルに追加されます。

安全上の要点

インポートしたユニット構成情報、パラメータ等の各種データ、設定値を転送するときは、転
送先の安全を確認してから行ってください。コントローラの動作モードにかかわらず、装置や
機械が想定外の動作をするおそれがあります。

参考

NX-IO Configurator は NX シリーズ セーフティコントロールユニットをサポートしていませ
ん。インポートしたデータに NX シリーズ セーフティコントロールユニットが含まれている場
合、NX シリーズ セーフティコントロールユニットはエラーとなります。

l 全 NX ユニット設定のエクスポート
登録されているすべての NX ユニット設定を、拡張子「nspf」のファイルに保存します。

1 スレーブターミナル構成編集画面上で、通信カプラユニットを右クリックして［全 NX ユニッ
ト設定のエクスポート］を選択します。
ファイルの保存先選択ダイアログボックスが表示されます。

2 ファイル名を指定して、［OK］ボタンをクリックします。
ファイルが保存されます。

l 全 NX ユニット設定のインポート
拡張子「nspf」の全 NX ユニット設定ファイルをインポートし、ファイルに含まれる全 NX ユニッ
トを新規追加します。
全 NX ユニット設定のインポートは、通信カプラユニットに NX ユニットが登録されていない状態
でだけ実行することができます。

1 スレーブターミナル構成編集画面上で、通信カプラユニットを右クリックして［全 NX ユニッ
ト設定のインポート］を選択します。
ファイルの選択ダイアログボックスが表示されます。NX ユニットが登録されている場合は、
エラーメッセージが表示されます。登録されている NX ユニットをすべて削除してから、再度

［全 NX ユニット設定のインポート］を選択してください。

2 ファイルを選択して、［OK］ボタンをクリックします。
ファイルに含まれる NX ユニットが、すべてスレーブターミナルに追加されます。

安全上の要点

インポートしたユニット構成情報、パラメータ等の各種データ、設定値を転送するときは、転
送先の安全を確認してから行ってください。コントローラの動作モードにかかわらず、装置や
機械が想定外の動作をするおそれがあります。

4 スレーブターミナルの設定と転送
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参考

NX-IO Configurator は NX シリーズ セーフティコントロールユニットをサポートしていませ
ん。インポートしたデータに NX シリーズ セーフティコントロールユニットが含まれている場
合、NX シリーズ セーフティコントロールユニットはエラーとなります。

通信カプラユニットおよび NX ユニットの形式変更
登録されている通信カプラユニットおよび NX ユニットを、別の形式、ユニットバージョンに変更し
ます。

l 通信カプラユニットの形式変更

1 マルチビューエクスプローラ上の通信カプラユニットのデバイスアイコンを右クリックして
［デバイス変更］を選択します。
［デバイス変更］ダイアログボックスに、変更可能なデバイスおよびユニットバージョンが表示
されます。

2 変更後のデバイスを選択して［OK］ ボタンをクリックします。
選択した形式、ユニットバージョンに変更されます。

安全上の要点

作成した各種データや設定値は、十分な動作確認を行ったあと、本運転に移行してください。

使用上の注意

• 変更後の通信カプラユニットが、スレーブターミナルに登録されている NX ユニットをサポ
ートしていない場合、該当 NX ユニットは未サポートのユニットとしてエラーになります。
変更後の通信カプラユニットの形式がスレーブターミナルの NX ユニットをサポートしてい
ることを確認してから形式変更を行ってください。

• 変更前の通信カプラユニットの設定項目のうち、変更後の通信カプラユニットがサポートし
ていない設定項目の値は、形式変更を実行すると失われますので注意してください。

• 変更後の通信カプラユニットの性能が変更前と異なる場合、入出力タイミングが変化する可
能性がありますので注意してください。

l NX ユニットの形式変更

1 スレーブターミナル構成編集画面で形式変更するユニットを右クリックして［形式変更］を選
択します。
形式変更ダイアログボックスに、変更可能なユニットが表示されます。

2 ユニットを選択して、［OK］ ボタンをクリックします。
選択した形式、ユニットバージョンに変更されます。

安全上の要点

作成した各種データや設定値は、十分な動作確認を行ったあと、本運転に移行してください。

4 スレーブターミナルの設定と転送
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使用上の注意

• 変更前の NX ユニットの設定項目のうち、変更後の NX ユニットがサポートしていない設定
項目の値は、形式変更を実行すると失われますので注意してください。

• 変更後の NX ユニットの性能が変更前と異なる場合、入出力タイミングが変化する可能性が
ありますので注意してください。

オンラインでの NX ユニット登録（スレーブターミナル構成の構築）
実際のスレーブターミナル構成から情報を取得して本サポートソフト上のスレーブターミナル構成を
構築します。

l スレーブターミナル構成情報の取得

1 オンライン状態で、スレーブターミナル構成編集画面上で右クリックして［実ユニット構成と
比較・マージ］を選択します。
実ユニット構成が読み出され、本サポートソフト上のユニット構成と比較した結果が［実ユニ
ット構成と比較・マージ］ダイアログボックスに表示されます。

2 ［実ユニット構成に合わせる］ボタンをクリックして、本サポートソフト上の構成を実ユニット
構成に合わせます。

3 ［OK］ボタンをクリックします。
スレーブターミナル構成編集画面に戻ります。

安全上の要点

作成した各種データや設定値は、十分な動作確認を行ったあと、本運転に移行してください。

4 スレーブターミナルの設定と転送
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使用上の注意

［実ユニット構成に合わせる］ボタンによるスレーブターミナル構成の自動生成を行うと、あら
かじめ本サポートソフト上で設定されていたスレーブターミナル構成、通信カプラユニット設
定、NX ユニットに関係する各種設定はすべて破棄されます。 本サポートソフト上に存在する
設定を残した状態で、スレーブターミナル構成の情報を統合する場合は、［実ユニット構成に合
わせる］ボタンを使用せずに、比較・マージ操作を使用して構成の情報を統合してください。
比較・マージ操作については、「［実ユニット構成と比較・マージ］ウィンドウの表示
(P.4 - 22)」を参照してください。

l シリアル番号の取得
実ユニット構成からシリアル番号を読み出し、本サポートソフト上のスレーブターミナル構成に反
映します。

1 オンライン状態で、スレーブターミナル構成編集画面上で右クリックして［全 NX ユニットの
シリアル番号取得］を選択します。
シリアル番号取得の実行確認ダイアログボックスが表示されます。

2 ［取得］ボタンをクリックします。
シリアル番号が実ユニット構成から読み出され、本サポートソフト上のスレーブターミナルを
構成するユニットに反映されます。

参考

シリアル番号の取得を実行すると、［無効］に設定されている NX ユニットのシリアル番号はゼ
ロクリアされます。

4 スレーブターミナルの設定と転送
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4-2 I/O 割付情報の表示
スレーブターミナル構成の I/O 割付について、ビットオフセットや特定の構成に割り付けられたデー
タのサイズなどの情報を表示します。これらの情報は、コントローラでネットワーク変数を割り付け
る際に使用してください。

I/O 割付表示
I/O 割付表示は次の手順で行います。

1 マルチビューエクスプローラで EtherNet/IP カプラユニットを右クリックして、［I/O 割付表
示］を選択します。

［I/O 割付］タブが表示されます。

［I/O 割付］タブには以下の情報が表示されます。

画面 内容
［入力］タブ 入力に関する I/O 割付情報を表示します。
［出力］タブ 出力に関する I/O 割付情報を表示します。
位置 NX ユニットを装着した位置に対応するユニット番号です。通信カプラユニットは、Unit0 と表

示されます。
ポート ［I/O 割付設定の編集］ボタンで定義した I/O エントリです。詳細については、「I/O 割付設定

(P.4 - 5)」を参照してください。
ビットオフ
セット

パディングが必要な場合を考慮して、各ポートのサイズに基づいて割り当てられる連続したビッ
トの順番です。パディングは、データ交換に全バイトが使用されるように自動的に行われます。

サイズ ポート列の各 I/O エントリ項目が持つ固有のデータサイズです。これにより、ビットオフセット
およびデータの入出力合計サイズが決まります。

I/O データ
サイズ

スレーブターミナル構成のすべてのポート項目の合計サイズを入力、出力それぞれ表示します。

［ファイル出
力］ボタン

クリックすると、.xsl ファイルと.xml ファイルを含む zip ファイルを生成します。ブラウザ
で.xml ファイルを開くと、I/O 割付の概要を示す表が表示されます。

4 スレーブターミナルの設定と転送
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4-3 スレーブターミナルとの接続
サポートソフトと通信カプラユニットの間で通信できるようにします。接続された状態を、オンライ
ン状態と表記します。
オンライン状態のとき、ツールバーの下部が黄色に表示されます。

4-3-1 接続方法の種類
サポートソフトと通信カプラユニットの間のオンライン接続の方法を設定します。 接続方法には、接
続経路の違いにより次の種類があります。

使用する
EtherNet/IP カプ
ラユニットのポー

ト

接続方法 説明

USB ポート USB Direct
I/F

パソコンと USB ケーブルで接続された通信カプラユニットにオンライ
ン接続します。

EtherNet/IP ポー
ト*1

CJ2 USB/
Serial Port

CJ2 CPU ユニットと EtherNet/IP で接続された通信カプラユニットに
対し、パソコンから USB ケーブルまたはシリアルケーブルで CJ2 CPU
ユニット接続し、CJ2 CPU ユニット経由でオンライン接続します。

CS/CJ1
Serial Port ->
EIP Unit I/F

CS/CJ1 CPU ユニットに装着された EtherNet/IP ユニットと接続され
た通信カプラユニットに対し、パソコンからペリフェラルケーブルまた
はシリアルケーブルで CS/CJ1 CPU ユニット接続し、CS/CJ1 CPU ユ
ニット経由でオンライン接続します。

Ethernet I/F EtherNet/IP ネットワーク上の通信カプラユニットに対し、パソコンの
Ethernet ポートからオンライン接続します。

Ethernet ->
CS/CJ1 ETN-
EIP Unit I/F

EtherNet/IP ネットワーク上の通信カプラユニットに対し、パソコンの
Ethernet アダプタから CS/CJ1 CPU ユニットに装着された Ethernet
ユニットに接続し、その CPU ユニットに装着された EtherNet/IP ユニ
ットを経由して、オンライン接続します。

*1. EtherNet/IP カプラユニットのユニットバージョンが 1.2 以降の場合だけ使用できます。

4-3-2 接続方法の選択
通信カプラユニットとの接続時に毎回使用する接続方法を設定します。

1 メインメニューから、［カプラ］-［インターフェースの選択］を選択します。
［インターフェースの選択］ダイアログボックスが表示されます。

4 スレーブターミナルの設定と転送

4 - 12 NX-IO Configurator オペレーションマニュアル (SBCD-373)



2 ドロップダウンリストから、毎回使用する接続方法を選択し、［OK］ボタンをクリックします。

4-3-3 接続手順
接続の操作手順を説明します。接続経路の違いにより接続手順は異なります。

USB Direct I/F
接続例

NXシリーズ
EtherNet/IPカプラユニット    
形 NX-EIC202

ペリフェラル (USB)ポート

1 マルチビューエクスプローラまたはスレーブターミナル構成編集画面で通信カプラユニットを
右クリックして、［通信カプラ接続］-［オンライン］を選択します。または、スレーブターミ
ナル構成編集画面のユニット設定項目リストで［通信カプラ接続］の［オンライン］ボタンを
クリックします。
接続確認ダイアログボックスが表示されます。

2 接続先を確認して［OK］ボタンをクリックします。
オンライン接続状態になります。

CJ2 USB/Serial Port
接続例

NXシリーズ
EtherNet/IPカプラユニット    
形 NX-EIC202CJ2 CPUユニット

内蔵 EtherNet/IPポート

USB／シリアルポート

EtherNet/IPポート

4 スレーブターミナルの設定と転送
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1 マルチビューエクスプローラまたはスレーブターミナル構成編集画面で通信カプラユニットを
右クリックして、［通信カプラ接続］-［オンライン］を選択します。または、スレーブターミ
ナル構成編集画面のユニット設定項目リストで［通信カプラ接続］の［オンライン］ボタンを
クリックします。

［インターフェースの設定］ダイアログボックスが表示されます。

2 CJ2 CPU ユニットへ接続するために、［ポートタイプ］、［通信ポート］、［通信速度］に適切な
値を設定し、［OK］ボタンをクリックします。
接続に成功すると、［ネットワークの参照］ダイアログボックスが表示されます。

(a)

(b)

(d) (c)

項目 説明
(a) ネットワーク一覧 接続可能なネットワークとデバイスが表示されます。
(b) デバイス情報 選択したデバイスの情報が表示されます。
(c) ［オプション］ボタン ネットワーク一覧に表示する機能の動作を設定します。
(d) ［更新］ボタン ネットワーク一覧に最新の情報を表示します。

3 ［オプション］ボタンをクリックします。

4 スレーブターミナルの設定と転送
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［オプション設定］ダイアログボックスが表示されます。

項目 説明
ブラウズレスポンス
監視タイマ

ネットワークの参照ダイアログボックスにおいて、［更新］ボタンをクリックし
たときの接続のタイムアウトを監視する時間（1000 分の 1 秒単位）を設定しま
す。

ブラウズ状態 ネットワークの参照ダイアログボックスにおいて、ブラウズするネットワークの
状態を次回接続時に表示するために保存するかどうかを選択します。

イーサネット自動ス
キャン後ユーザアド
レス入力

ネットワークの自動スキャン後に、ユーザによる IP アドレスの入力を可能にす
るかどうかを選択します。

4 必要に応じて設定を行い、［OK］ボタンをクリックします。
［ネットワークの参照］ダイアログボックスに戻ります。

5 ［ネットワーク一覧］で［BackPlane］を選択して、［更新］ボタンをクリックします。
CJ2 CPU ユニットおよび装着されている通信ユニットの一覧が表示されます。

6 CPU ユニットまたは通信ユニットの配下にある対象の通信カプラユニットを選択し、［OK］ボ
タンをクリックします。
オンライン状態になります。

使用上の注意

次の接続形態でパソコンと通信カプラユニットを接続している場合、［インターフェースの設
定］ダイアログボックスで同じ通信ポートを選択して同時に複数の通信カプラユニットにオン
ライン接続することはできません。あとから実行したオンライン接続はエラーとなります。

接続形態：
CJ2 CPU ユニットのシリアルポートに USB-シリアル変換ケーブル（形 CS1W-CIF31）を
使ってパソコンをつなぎ、ツールバスプロトコルでオンライン接続する。

4 スレーブターミナルの設定と転送
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CS/CJ1 Serial Port -> EIP Unit I/F
接続例

NXシリーズ
EtherNet/IPカプラユニット    
形 NX-EIC202

CS/CJ1シリーズ 
CPUユニット

ペリフェラル／
シリアルポート

EtherNet/IPユニット EtherNet/IPポート

1 マルチビューエクスプローラまたはスレーブターミナル構成編集画面で通信カプラユニットを
右クリックして、［通信カプラ接続］-［オンライン］を選択します。または、スレーブターミ
ナル構成編集画面のユニット設定項目リストで［通信カプラ接続］の［オンライン］ボタンを
クリックします。

［インターフェースの設定］ダイアログボックスが表示されます。

項目 説明
インターフ
ェース

CS/CJ1 シリーズ CPU ユニットのシリアル通信ポートのシリアル通信モードを選択し
ます。［ツールバス］または［上位リンク］が選択できます。

ネットワー
クアドレス

接続先の EtherNet/IP ユニットのネットワークアドレスを入力します。CS/CJ1 シリ
ーズ CPU ユニットのシリアル通信ポートから先でネットワーク越えをする場合に入力
して下さい。ネットワーク越えをしない場合、「0」を入力します。

4 スレーブターミナルの設定と転送
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項目 説明
ノードアド
レス

接続先の EtherNet/IP ユニットのノードアドレスを入力します。CS/CJ1 シリーズ
CPU ユニットのシリアル通信ポートから先でネットワーク越えをする場合に入力して
下さい。ネットワーク越えをしない場合は、「0」を入力します。

高機能ユニ
ット No.

接続先の EtherNet/IP ユニットの CPU 高機能ユニットとしてのユニット番号を入力し
ます。

通信ポート 通信に使用するパソコンの COM ポートを選択します。
通信速度 CS/CJ1 シリーズ CPU ユニットのシリアル通信ポートの通信速度を設定します。
データ長 CS/CJ1 シリーズ CPU ユニットのシリアル通信ポートのデータ長を設定します。デー

タ長は、上位リンクインターフェースのとき有効です。
パリティ CS/CJ1 シリーズ CPU ユニットのシリアル通信ポートのパリティを設定します。パリ

ティは、上位リンクインターフェースのとき有効です。
ストップビ
ット

CS/CJ1 シリーズ CPU ユニットのシリアル通信ポートのストップビットを設定しま
す。ストップビットは、上位リンクインターフェースのとき有効です。

2 CS/CJ1 CPU ユニットへ接続するために必要な設定を行い、［OK］ボタンをクリックします。
接続に成功すると、［ネットワークの参照］ダイアログボックスが表示されます。

3 必要に応じてオプション設定を行い、［更新］ボタンをクリックします。
CPU ユニットおよび CPU ユニット装着されている通信ユニットの一覧が表示されます。

4 通信ユニットの配下にある対象の通信カプラユニットを選択し、［OK］ボタンをクリックしま
す。
オンライン状態になります。

使用上の注意

次の接続形態でパソコンと通信カプラユニットを接続している場合、［インターフェースの設
定］ダイアログボックスで同じ通信ポートを選択して、同時に複数の通信カプラユニットにオ
ンライン接続しないでください。
同時にオンライン接続すると、あとから実行したオンライン接続はエラーとなり、以降、すで
にオンライン接続中の通信カプラユニットのオンライン操作もすべてエラーとなります。
Network Configurator などの他のサポートソフトで同じ通信ポートを使用してオンライン接
続中の場合も、そのサポートソフトのオンライン操作はすべてエラーとなります。
この場合、一度オフラインにしてから再度オンライン接続してください。

接続形態：
CS/CJ1 CPU ユニットのシリアルポートに USB-シリアル変換ケーブル（形 CS1W-
CIF31）を使ってパソコンをつなぎ、ツールバスプロトコルでオンライン接続する。

Ethernet I/F
接続例

NXシリーズ
EtherNet/IPカプラユニット    
形 NX-EIC202

スイッチングハブ EtherNet/IPポート

4 スレーブターミナルの設定と転送
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1 マルチビューエクスプローラまたはスレーブターミナル構成編集画面で通信カプラユニットを
右クリックして、［通信カプラ接続］-［オンライン］を選択します。または、スレーブターミ
ナル構成編集画面のユニット設定項目リストで［通信カプラ接続］の［オンライン］ボタンを
クリックします。
パソコンに Ethernet アダプタが複数ある場合、［インターフェースの選択］ダイアログボック
スが表示されます。

2 接続に使用するアダプタを選択し、［OK］ボタンをクリックします。
接続に成功すると、［ネットワークの参照］ダイアログボックスが表示されます。

3 必要に応じてオプション設定を行い、［TCP:2］を選択して［更新］ボタンをクリックします。
ネットワークに接続されているデバイスの一覧が表示されます。

4 対象の通信カプラユニットを選択し、［OK］ボタンをクリックします。
オンライン状態になります。

参考

初めて本接続を行うとき、Windows ファイアウォールのセキュリティ設定の変更が必要な場合
があります。詳細は「A-2 Windows ファイアウォールのセキュリティ設定の変更
(P.A - 5)」を参照してください。

4 スレーブターミナルの設定と転送
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Ethernet -> CS/CJ1 ETN-EIP Unit I/F
接続例

NXシリーズ
EtherNet/IPカプラユニット    
形 NX-EIC202

CS/CJシリーズ 
CPUユニット

Ethernetユニット

EtherNet/IPユニット

EtherNet/IPポートEthernetポート

1 マルチビューエクスプローラまたはスレーブターミナル構成編集画面で通信カプラユニットを
右クリックして、［通信カプラ接続］-［オンライン］を選択します。または、スレーブターミ
ナル構成編集画面のユニット設定項目リストで［通信カプラ接続］の［オンライン］ボタンを
クリックします。
パソコンに Ethernet アダプタが複数ある場合、［インターフェースの選択］ダイアログボック
スが表示されます。

2 接続に使用するアダプタを選択し、［OK］ボタンをクリックします。
［インターフェースの設定］ダイアログボックスが表示されます。

3 ［設定］ボタンをクリックします。
［接続先の登録］ダイアログボックスが表示されます。

4 スレーブターミナルの設定と転送
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項目 説明
登録名 任意の名前を入力します。
ホスト(PC)情報 パソコンの情報を入力します。

ネットワークアドレス 中継ノードとなる CPU ユニットに装着されている Ethernet ユニットの
ネットワークアドレスと同じ番号を入力します。

ノードアドレス パソコンの IP アドレスの末尾の値を入力します。（例：192.168.250.1
の場合は 1）

リモート情報
EtherNet/IP Unit 中継ノードとなる CPU ユニットに装着されている EtherNet/IP ユニッ

トの情報を入力します。
ネットワークアドレ
ス

ルーチングテーブルで設定したネットワークアドレスを入力します。

ノードアドレス 上記ユニットの IP アドレスの末尾の値を入力します。（例：
192.168.251.3 の場合は 3）

高機能ユニット No. EtherNet/IP ユニットの高機能ユニット No.を入力します。
Ethernet Unit 中継ノードとなる CPU ユニットに装着されている Ethernet ユニットの

情報を入力します。
ポート No 当該ユニットの Ethernet ポート番号を入力します。
IP アドレス 当該ユニットの IP アドレスを入力します。

登録接続先一覧 登録された接続先が表示されます。
［登録］ボタン 表示されている設定を「登録名」で接続先一覧に登録します。
［削除］ボタン 選択した登録名の接続先を削除します。

4 接続先のネットワーク情報を入力して登録し、［閉じる］ボタンをクリックします。
［インターフェースの設定］ダイアログボックスに戻ります。

5 入力した登録内容を確認し、［OK］ボタンをクリックします。
接続に成功すると、［ネットワークの参照］ダイアログボックスが表示されます。

6 必要に応じてオプション設定を行い、［TCP:2］を選択して［更新］ボタンをクリックします。
ネットワークに接続されているデバイスの一覧が表示されます。

7 対象の通信カプラユニットを選択し、［OK］ボタンをクリックします。
オンライン状態になります。

4 スレーブターミナルの設定と転送
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使用上の注意

次の接続形態でパソコンと通信カプラユニットを接続している場合、［インターフェースの設
定］ダイアログボックスで同じ Ethernet アダプタを選択して同時に複数の通信カプラユニット
にオンライン接続することはできません。あとから実行したオンライン接続はエラーとなりま
す。

接続形態：
CS/CJ シリーズ CPU ユニットに装着した Ethernet ユニットの Ethernet ポート（または
EtherNet/IP ユニットの EtherNet/IP ポート、CPU ユニットの内蔵 EtherNet/IP ポート）
に Ethernet ケーブルでパソコンをつないで、オンライン接続する。

参考

初めて本接続を行うとき、Windows ファイアウォールのセキュリティ設定の変更が必要な場合
があります。詳細は「A-2 Windows ファイアウォールのセキュリティ設定の変更
(P.A - 5)」を参照してください。
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4-4 スレーブターミナルの設定の転送
ここでは、スレーブターミナル構成の情報や、スレーブターミナル設定、スレーブターミナルを構成
する各ユニットの動作設定の転送方法について説明します。
転送を行うには、スレーブターミナルへオンライン接続しておく必要があります。スレーブターミナ
ルへの接続方法については、「4-3 スレーブターミナルとの接続 (P.4 - 12)」を参照してください。

4-4-1 スレーブターミナル構成の照合／転送
［実ユニット構成と比較・マージ］機能を使用して、オフラインで作成したスレーブターミナルのユニ
ット構成と、実際のスレーブターミナルのユニット構成が一致しているかを確認します。また、オフ
ラインで作成した構成を実機の構成と一致させることができます。

［実ユニット構成と比較・マージ］ウィンドウの表示

1 オンライン状態で、スレーブターミナル構成編集画面上で右クリックして［実ユニット構成と
比較・マージ］を選択します。

［実ユニット構成と比較・マージ］ウィンドウが表示され、本サポートソフト上のユニット構成
と実ユニット構成を比較した結果が表示されます。

4 スレーブターミナルの設定と転送
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［実ユニット構成と比較・マージ］ウィンドウ

(c) (d)

(a) (b)

(e)

項目 説明
(a) ユニット構成画面 -

NX-IO Configurator 上の構成 NX-IO Configurator 上のユニット構成を表示します。
実ユニット構成 実際のユニット構成を表示します。

(b) 比較結果画面 NX-IO Configurator 上のユニットと実際のユニットとを比較し
た結果を表示します。

NX-IO Configurator 上の構成 NX-IO Configurator 上のユニットの形式とユニットバージョン
を表示します。

比較結果 比較結果を表示します。
実ユニット構成 実際のユニットの形式とユニットバージョンを表示します。

(c) ［実ユニット構成に合わせる］ボタン NX-IO Configurator 上のユニット構成を実際のユニット構成に
合わせます。

(d) ［OK］ボタン 変更を適用してダイアログボックスを閉じます。
(e) ［キャンセル］ボタン 変更を適用せずにダイアログボックスを閉じます。

l 比較結果の内容
比較は「形式」と「ユニットバージョン」について行われ、結果は［比較結果］の列に次のように
表示されます。

項目 説明
一致 比較内容がすべて一致しているユニットです。
削除 NX-IO Configurator 上のユニット構成にのみ存在するユニットです。
追加 実ユニット構成にのみ存在するユニットです。
無効 NX-IO Configurator 上のユニット構成にのみ存在し、「無効設定」となっているユニットです。
互換あり NX-IO Configurator 上のユニット構成のユニットバージョンが、実ユニット構成よりも小さく、

代替可能なユニットです。
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項目 説明
互換なし NX-IO Configurator 上のユニット構成のユニットバージョンが、実ユニット構成よりも大きく、

代替不可能なユニットです。

［実ユニット構成と比較・マージ］ウィンドウでの転送
実ユニット構成上のユニットを NX-IO Configurator 上の構成へ挿入、または NX-IO Configurator
上のユニット構成を実ユニット構成に合わせます。

1 ［実ユニット構成と比較・マージ］ウィンドウのユニット構成画面で、［実ユニット構成］の対
象ユニットをドラッグして［NX-IO Configurator 上の構成］の挿入したい位置へドロップしま
す。

［NX-IO Configurator 上の構成］に選択したユニットが挿入されます。

2 NX-IO Configurator 上のユニット構成を一括して実ユニット構成に合わせる場合は、［実ユニ
ット構成に合わせる］ボタンをクリックします。

［NX-IO Configurator 上の構成］が［実ユニット構成］と同じ構成になります。

使用上の注意

［実ユニット構成に合わせる］ボタンをクリックしたときに、実ユニット構成上のユニットのユ
ニットバージョンが NX-IO Configurator でサポートされていない場合、NX-IO Configurator
でサポートされている旧ユニットバージョンによって代替することができます。 ただし、代替
されたユニットバージョンによっては正しく動作しない場合があります。この場合、NX-IO
Configurator 上のユニットのユニットバージョンを実ユニット構成上のユニットに合わせる
には、NX-IO Configurator をアップデートしてください。

参考

実ユニット構成と NX-IO Configurator 上の構成のユニットの形式が同じでユニットバージョ
ンが異なる場合、NX-IO Configurator 上のユニットのユニットバージョンを実ユニットに合わ
せることができます。［比較結果画面］で対象ユニットの行を右クリックして、［実ユニットの
バージョンに合わせる］を選択します。

4-4-2 スレーブターミナル設定情報の転送
構成情報、ユニット動作設定、ユニットアプリケーションデータなどのスレーブターミナル設定の情
報を通信カプラユニットへ転送する方法を説明します。

注意
スレーブターミナル設定をパソコンから通信カプラユニットに転送す
る場合は、転送先に間違いがないことを確認したうえで行ってくださ
い。

注意
スレーブターミナル設定をパソコンから通信カプラユニットに転送す
る場合は、設定パラメータに間違いがなく設備に影響がないこと確認し
たうえで行ってください。

4 スレーブターミナルの設定と転送
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注意
スレーブターミナル設定をパソコンから通信カプラユニットに転送す
る場合は、リスタートよる設備への影響がないことを確認したうえで
行ってください。

パソコンから通信カプラユニットへの転送

1 オンライン状態で、スレーブターミナル構成編集画面上の通信カプラユニットを右クリックし
て、［通信カプラ接続］-［設定の転送[パソコン→通信カプラ]］を選択します。または、マルチ
ビューエクスプローラ上の通信カプラユニットを右クリックして［通信カプラ接続］-［設定の
転送[パソコン→通信カプラ]］を選択します。

［転送[パソコン→通信カプラ]］ダイアログボックスが表示されます。

項目 説明
構成情報＋ユニット動作
設定＋ユニットアプリケ
ーションデータ

構成情報、およびスレーブターミナルを構成する各ユニットの動作設定を転
送します。また、アプリケーションデータを持つユニットについてはアプリ
ケーションデータも転送します。
構成情報には、ユニット設定や I/O 割付設定が含まれます。

構成情報のみ 構成情報だけを転送します。

2 転送するデータを選択してクリックします。
転送確認ダイアログボックスが表示されます。

3 ［はい］ボタンをクリックします。
選択したデータの転送が実行されます。

安全上の要点

スレーブターミナル設定をパソコンから通信カプラユニットに転送する場合は、別経路で接続
されたツールにより設定が変更されていないことを確認した上で行ってください。

通信カプラユニットからパソコンへの転送
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1 オンライン状態で、スレーブターミナル構成編集画面上の通信カプラユニットを右クリックし
て、［通信カプラ接続］-［設定の転送[通信カプラ→パソコン]］を選択します。または、マルチ
ビューエクスプローラ上の通信カプラユニットを右クリックして［通信カプラ接続］-［設定の
転送[通信カプラ→パソコン]］を選択します。
転送確認ダイアログボックスが表示されます。

2 ［はい］ボタンをクリックします。
構成情報、ユニット動作設定、およびユニットアプリケーションデータの転送が実行されます。

スレーブターミナル設定の照合
NX-IO Configurator 上のスレーブターミナル設定を、通信カプラユニットの情報と照合します。

1 オンライン状態で、スレーブターミナル構成編集画面上の通信カプラユニットを右クリックし
て、［通信カプラ接続］-［設定の照合］を選択します。または、マルチビューエクスプローラ
上の通信カプラユニットを右クリックして［通信カプラ接続］-［設定の照合］を選択します。
照合結果が表示されます。
スレーブターミナル設定が一致している場合:

不一致の場合:

4-4-3 ユニット動作設定の転送
スレーブターミナルを構成するユニットごとに、NX-IO Configurator 上のユニット設定を実際のユニ
ットと照合し、必要に応じて転送します。

1 オンライン状態で、スレーブターミナル構成編集画面でユニットを右クリックして［ユニット
動作設定の編集］を選択します。または、ユニット設定の項目リストの［ユニット動作設定の
編集］ボタンをクリックします。
選択したユニットの動作設定画面が表示されます。

4 スレーブターミナルの設定と転送
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2 ［照合］ボタンをクリックします。
実際のユニットの設定が［照合結果］列に表示されます。

3 実際のユニットの設定を本サポートソフト上の設定に合わせる場合は［転送［パソコン→ユニ
ット］］ボタンを、本サポートソフト上の設定を実際のユニットの設定に合わせる場合は［転送

［ユニット→パソコン］］ボタンをクリックします。
設定が転送され、照合結果が等しくなります。

ユニットごとの設定項目や値の詳細は、各ユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

4 スレーブターミナルの設定と転送
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5
必要に応じて使用する機能

本章では、トラブルシュート機能や印刷、ユニット生産情報の表示など、必要に応じ
て使用する機能について説明します。

5-1 トラブルシュート................................................................................................. 5 - 2
5-1-1 トラブルシュートダイアログボックスの表示.................................................5 - 2
5-1-2 発生中異常...........................................................................................................5 - 2
5-1-3 イベントログ.......................................................................................................5 - 5
5-1-4 イベント重要度変更 ...........................................................................................5 - 7

5-2 印刷........................................................................................................................ 5 - 9
5-2-1 印刷対象 ..............................................................................................................5 - 9
5-2-2 印刷設定 ..............................................................................................................5 - 9
5-2-3 印刷の実行........................................................................................................ 5 - 11

5-3 メモリオールクリア........................................................................................... 5 - 13
5-3-1 メモリオールクリアの対象............................................................................. 5 - 13
5-3-2 対象データとクリア後の状態......................................................................... 5 - 13
5-3-3 メモリオールクリアの操作手順..................................................................... 5 - 13

5-4 ユニット生産情報の表示................................................................................... 5 - 16
5-4-1 表示方法 ........................................................................................................... 5 - 16
5-4-2 表示項目 ........................................................................................................... 5 - 17

5-5 通電時間モニタ................................................................................................... 5 - 18
5-6 ユニットのリスタート....................................................................................... 5 - 19

5-6-1 リスタートの対象............................................................................................ 5 - 19
5-6-2 リスタートの操作手順 .................................................................................... 5 - 19

5-7 スレーブターミナルの縮退運転........................................................................ 5 - 20
5-8 NX ユニットの固有機能 .................................................................................... 5 - 21

5-8-1 アナログ入力ユニット／出力ユニット ......................................................... 5 - 21
5-8-2 ロードセル入力ユニット ................................................................................ 5 - 24
5-8-3 コミュニケーションインターフェースユニット.......................................... 5 - 27

5-9 NX-IO Configurator オプション設定 .............................................................. 5 - 30
5-9-1 オプション設定項目 ........................................................................................ 5 - 30
5-9-2 オプション設定の表示 .................................................................................... 5 - 30
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5-1 トラブルシュート
スレーブターミナルで発生している異常の確認、対処方法、および異常の解除と確認を行う機能です。
機能と操作方法を説明します。

5-1-1 トラブルシュートダイアログボックスの表示
オンライン接続先のスレーブターミナルから、発生中の異常またはイベントログを読み出し、［トラブ
ルシュート・イベントログ］ダイアログボックスに表示します。

1 スレーブターミナルにオンライン接続した状態で、メインメニューから［ツール］–［トラブル
シュート、イベントログ］を選択します。

［トラブルシュート・イベントログ］ダイアログボックスが表示されます。

タブ名称 表示内容
コントローラ異常 スレーブターミナルで発生している異常の詳細内容と、対処方法が表示されま

す。
コントローライベント
ログ

通信カプラユニットおよび NX ユニットのイベントログに記録されている異
常やイベント情報が表示されます。

2 タブをクリックして表示を切り替えます。

5-1-2 発生中異常
発生中のスレーブターミナルの異常の内容が表示されます。

5 必要に応じて使用する機能
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発生中異常の表示内容
［コントローラ異常］タブには、次の内容が表示されます。

項目 説明 備考
表示選択 異常の内容を表示する対象を選択します。
重要度 発生している異常の重要度が表示されます。
発生源 異常の発生箇所が表示されます。 後述の「発生源の表示内容

(P.5 - 3)」を参照してください。発生源詳細
イベント名 発生している異常の名称が表示されます。 スレーブターミナルで発生するイ

ベントの詳細については、通信カプ
ラユニットのユーザーズマニュア
ルを参照してください。

イベントコード 発生している異常のイベントコードが表示されます。
詳細情報 発生している異常の内容および要因が表示されます。
付属情報 1～4 発生している異常に対して補足的なデータが表示され

ます。
処置・対策 発生している異常を復旧するために必要な処置・対処

方法が記載されます。
処置・対策を選択すると修正可能な設定項目がある場
合は、［ERR ジャンプ］ボタンが有効になります。

［表示切替］ボタ
ン

詳細情報、付属情報 1 ～ 4 と処置・対策の表示を切替
えます。

［ERR ジャンプ］
ボタン

修正可能な設定項目の画面を表示します。

［ERR ヘルプ］ボ
タン

発生している異常の要因、詳細を表示します。 ヘルプが存在する場合だけボタン
が有効になります。

［全解除］ボタン 発生している異常を解除します。
発生原因が取り除かれていない異常は解除後に再表示
されます。

［ユニット個別
解除］ボタン

［表示選択］で選択した NX ユニットで発生している異
常を解除します。NX ユニット以外の場合は、選択で
きません。

発生源の表示内容

発生源の表示 発生源詳細の表示 表示内容
EtherNet/IP EtherNet/IP カプラユニット 通信カプラユニットに異常が発生しています。

NX ユニット No. スレーブターミナル上の NX ユニットに異常が発生しています。

5 必要に応じて使用する機能

5 - 3NX-IO Configurator オペレーションマニュアル (SBCD-373)

5-1 ト
ラ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

5

5-1-2 発
生

中
異

常



操作手順
発生中の異常を確認し、修正する手順を説明します。

1 発生している異常の内容および要因を、［詳細情報］、［付属情報］で確認します。

2 ［処置・対策］で処置方法を確認します。

3 対策を選択します。処置が複数ある場合、実際に行う処置をひとつ選択します。
修正画面へのジャンプが可能な場合、［ERR ジャンプ］ボタンが有効になります。

［ERR ジャンプ］ボタンをクリックすると設定を修正する画面に切り替わります。

4 通信カプラユニットへの接続をオフラインにしてから、確認した処置方法にもとづいて修正を
行います。

表示順序の並び替え
［重要度］、［発生源］、［イベントコード］の項目列のタイトルをクリックすることで、それぞれ項目別
で表示順を並べ替えることができます。
デフォルトでは重要度順で表示されます。

1 ［トラブルシュート・イベントログ］ダイアログボックスの［コントローラ異常］タブで、［イ
ベントコード］の列タイトルをクリックします。

表示順序がイベントコード順に並び替えられます。

異常の解除
発生中の異常の解除手順を説明します。

l ユニット個別解除
異常をユニットごとに個別に解除します。

1 ［コントローラ異常］タブで、［表示選択］から異常解除を行うユニットを選択し、［ユニット個
別解除］ボタンをクリックします。
確認ダイアログボックスが表示されます。

2 ［はい］ボタンをクリックします。

5 必要に応じて使用する機能
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選択したユニットの発生中の異常が解除されます。異常要因が残っている場合は、解除後に再
度異常が表示されます。

参考

スレーブターミナルまたは通信カプラユニットを選択した場合は、スレーブターミナル全体が
異常解除されます。

l 全ユニット解除
スレーブターミナル上のすべてのユニットの異常を一度に解除します。

1 ［コントローラ異常］タブで、［全解除］ボタンをクリックします。
実行確認ダイアログボックスが表示されます。

2 ［はい］ボタンをクリックします。
スレーブターミナル上のすべてのユニットの発生中の異常が解除されます。異常要因が残って
いる異常は、解除後に再表示されます。

5-1-3 イベントログ
スレーブターミナルのイベントのログが表示されます。

イベントログの表示内容
［コントローライベントログ］タブには、次の内容が表示されます。

項目 説明 備考
表示選択 ログの内容を表示する対象を選択

します。

5 必要に応じて使用する機能
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項目 説明 備考
表示対象 表示の対象をシステムイベントロ

グ／アクセスイベントログで切り
替えます。

重要度 表示の対象を、重要度別に切り替え
ます。

エントリ ユニットごとのイベントの発生順
序が表示されます。

ユニットからイベントを読み出す際に、イベントの発生順
に番号がつけられます。複数のユニットがある場合、2 つ目
以降のユニットは、前のユニットのエントリ番号の続きか
ら番号がつけられます。
発生日時の情報がない場合に、ユニットごとにイベントの
発生順序を確認することができます。

日時 イベントが発生した日時が表示さ
れます。

通信カプラユニット、および NX ユニット内に格納されてい
る日時情報です。発生日時の情報が無いイベントの日時は

「----/--/-- --:--:--」と表示されます。
重要度 イベントの重要度が表示されます。
発生源 イベントの発生箇所が表示されま

す。
後述の「発生源の表示内容 (P.5 - 6)」を参照してくださ
い。発生源詳細

イベント名 イベント名が表示されます。 スレーブターミナルで発生するイベントの詳細について
は、通信カプラユニットのユーザーズマニュアルを参照し
てください。

イベントコ
ード

イベントコードが表示されます。

詳細情報 読み出したイベントログの内容お
よび要因が表示されます。

付属情報 1
～4

読み出したイベントログに対して
補足的なデータが表示されます。

処置・対策 発生している異常を復旧するため
に必要な処置・対処方法が記載され
ます。

［表示切替］
ボタン

詳細情報、付属情報 1 ～ 4 と処置
対策の表示を切替えます。

［更新］ボタ
ン

イベントログを再読み込みして表
示します。

表示は自動更新されません。表示が更新されるのは次のタ
イミングです。
• トラブルシュートダイアログを開いたとき
• ［更新］ボタンをクリックしたとき

［印刷］ボタ
ン

表示中のログ情報が印刷されます。 表示対象切り替えによって表示されていないログ情報は印
刷されません。

［保存］ボタ
ン

イベントログ情報が CSV 形式で
保存されます。

表示設定にかかわらずすべてのイベントログ情報が保存さ
れます。

［クリア］ボ
タン

表示対象となっているログを消去
します。

–

［ERR ヘル
プ］ボタン

ERROR の要因、詳細を示します。 ヘルプが存在する場合だけボタンが有効になります。

発生源の表示内容
発生源の表示内容は、「発生源の表示内容 (P.5 - 3)」を参照してください。

表示順序の並び替え
［日時］、［重要度］、［発生源］、［エントリ］、［イベントコード］の項目タイトル部分をクリックするこ
とで、それぞれ項目別で表示順を並べ替えることができます。デフォルトでは日時順で表示されます。

5 必要に応じて使用する機能
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イベントログの保存
イベントログの保存手順を説明します。

1 ［コントローライベントログ］タブで、保存ボタンをクリックします。
ファイル保存ダイアログボックスが表示されます。

2 名前をつけて［保存］ボタンをクリックします。
イベントログが CSV 形式で保存されます。

イベントログのクリア
イベントログのクリア方法を説明します。

1 ［コントローライベントログ］タブで、［表示選択］から対象のユニットを選択し、［クリア］ボ
タンをクリックします。
確認ダイアログボックスが表示されます。

2 ［はい］ボタンをクリックします。
選択したユニットのイベントログがクリアされます。

5-1-4 イベント重要度変更
一部の NX ユニットは、イベントログに表示されるイベントの重要度を変更することができます。

警告
イベント重要度を変更した場合、変更によって異常発生時の出力状態が
変わる場合があります。安全を確認の上、ご使用ください。

イベント重要度の変更手順
NX ユニットのイベントの重要度を変更する手順を説明します。

1 スレーブターミナル構成編集画面上で、イベント重要度を変更するユニットを選択し、［ユニッ
ト動作設定の編集］ボタンをクリックします。
ユニット動作設定の編集画面が表示されます。

2 ［イベント重要度の設定］と表示されている項目の中から、対象のイベントの 1 つ下の項目の設
定値をクリックし、［イベント重要度］を選択します。

5 必要に応じて使用する機能
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3 通信カプラユニットにオンライン接続し、［転送[パソコン→ユニット]］ボタンをクリックしま
す。
イベント重要度の変更が反映されます。

5 必要に応じて使用する機能
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5-2 印刷
印刷機能の使用方法について説明します。

5-2-1 印刷対象
プロジェクトに登録された通信カプラユニットごとに、次のスレーブターミナルの情報を印刷するこ
とができます。
• スレーブターミナル構成
• 通信カプラユニット設定
• NX ユニット設定

5-2-2 印刷設定
表紙および目次の印刷の有無、印刷時の余白、フォントなどの設定を行うことができます。

印刷設定手順
印刷設定の手順について説明します。

1 メインメニューから［ファイル］–［ページ設定］を選択します。
印刷設定画面が表示されます。

アイコン 項目 内容
全般 表紙および目次を印刷するかどうかを設定します。

余白 ページの余白と、ヘッダー／フッターの余白を設定します。

ヘッダー ヘッダーの印刷内容を設定します。

フッター フッターの印刷内容を設定します。

フォント 印刷で使用するフォントを選択します。

2 各設定を行います。

5 必要に応じて使用する機能
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印刷設定項目
印刷設定の項目について説明します。

l 全般

設定項目 説明
表紙を印刷 表紙を印刷するかどうかを設定します。表紙には次の項目が印刷されます。

• プロジェクト名
• プロジェクトのプロパティの各項目

目次を印刷 目次を印刷するかどうかを設定します。目次には、印刷対象の見出しとページ番号が印刷され
ます。

l 余白

設定項目 説明
余白 印刷用紙の上下左右の余白を設定します。
ヘッダー／フッター余
白

用紙の上端からヘッダーまでの余白、および用紙の下端からフッターまでの余白
を設定します。

l ヘッダー／フッター

 

ヘッダーおよびフッターに印刷する文字を設定します。それぞれ、用紙の左側、中央、右側に印刷
する文字を指定することができます。
ヘッダー、フッターには以下のフィールドコードを使用することができます。

内容 フィール
ドコード 説明 初期値

日付 &d 印刷時の日付が印刷されます。 なし
時間 &t 印刷時の時刻が印刷されます。 なし
ページ番号 &# ページ番号が印刷されます。 フッターの中央
ページ総数 &o 印刷ページの総数が印刷されます。 フッターの中央

5 必要に応じて使用する機能
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内容 フィール
ドコード 説明 初期値

印刷対象項目 &l 印刷対象の項目名が印刷されます。 ヘッダーの中央
プロジェクト名 &j プロジェクト名が印刷されます。 ヘッダーの左側
通信カプラユニット
名

&v 通信カプラユニットの名称が印刷されます。 ヘッダーの中央

通信カプラユニット
機種名

&y 通信カプラユニットの形式およびユニットバージョン
が印刷されます。

なし

l フォント

［フォント設定］ボタンをクリックして表示されるフォント設定ダイアログボックスで、印刷に使
用するフォントを設定します。フォントの種類、スタイル、修飾、サイズを設定することができま
す。

5-2-3 印刷の実行
印刷の実行手順について説明します。

1 メインメニューから［ファイル］–［印刷］を選択します。
［印刷］画面が表示されます。

2 印刷する項目にチェックを入れて、［印刷］ボタンをクリックします。
［印刷］ダイアログボックスが表示されます。

3 使用するプリンタを選択して、［印刷］ボタンをクリックします。
選択した項目が印刷されます。

5 必要に応じて使用する機能
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印刷プレビュー
印刷紙面をプレビューすることができます。

1 印刷画面で、印刷対象にチェックを入れ、［プレビュー］ボタンをクリックします。
選択した項目の印刷プレビュー画面が表示されます。

5 必要に応じて使用する機能
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5-3 メモリオールクリア
スレーブターミナルのメモリオールクリアの方法について説明します。
メモリオールクリアは、スレーブターミナルのユニット構成情報、I/O 割付情報などの各種の設定情
報を工場出荷時設定に初期化する機能です。

5-3-1 メモリオールクリアの対象
メモリオールクリアの対象は、次の単位で指定することができます。
• スレーブターミナル全体（通信カプラユニット、および通信カプラユニットに装着されているすべ

ての NX ユニット）
• 通信カプラユニット
• NX ユニット

5-3-2 対象データとクリア後の状態
メモリオールクリアの対象データ、およびメモリオールクリア実施後の状態について説明します。

データの
種類

対象ごとのメモリオールクリア実施後の状態
スレーブターミナル全体 通信カプラユニット NX ユニット

ユニット
構成情報

工場出荷時設定となります。
メモリオールクリア後にそのままユ
ニット電源を投入すると、実ユニッ
ト構成情報で起動します。

クリアされません。 クリアされません。

I/O 割付
情報

工場出荷時設定となります。 クリアされません。 クリアされません。

ユニット
動作設定

工場出荷時設定となります。 工場出荷時設定となります。
EtherNet/IP 設定はメモリ
内に保持し、TCP/IP 設定お
よび SNTP 設定のみがクリ
アされます。

工場出荷時設定となります。

ユニット
アプリケ
ーション
データ

ユニットアプリケーションデータを
持つ NX ユニットごとに異なりま
す。対象の NX ユニットのユーザー
ズマニュアルで、メモリオールクリ
ア時の動作仕様を確認してくださ
い。

– ユニットアプリケーション
データを持つ NX ユニット
ごとに異なります。対象の
NX ユニットのユーザーズ
マニュアルで、メモリオール
クリア時の動作仕様を確認
してください。

イベント
ログ

実行時に［イベントログをクリアす
る］を選択すると、クリアされます。

実行時に［イベントログをク
リアする］を選択すると、ク
リアされます。

実行時に［イベントログをク
リアする］を選択すると、ク
リアされます。

5-3-3 メモリオールクリアの操作手順
メモリオールクリアの操作手順について説明します。手順はメモリオールクリアの対象によって異な
ります。

スレーブターミナルおよび通信カプラユニット

5 必要に応じて使用する機能
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1 通信カプラユニットにオンライン接続した状態で、スレーブターミナル構成編集画面上の通信
カプラユニットを右クリックし、メニューから［メモリオールクリア］を選択します。

メモリオールクリアダイアログボックスが表示されます。

2 メモリオールクリアの実施対象範囲を選択し、［メモリオールクリア実行］ボタンをクリックし
ます。
スレーブターミナル全体をクリアする場合は［通信カプラ+NX ユニット］を、通信カプラユニ
ットのみをクリアする場合は［通信カプラユニットのみ］を選択します。また、イベントログ
もクリアする場合は、［イベントログをクリアする］にチェックを入れます。

実行確認ダイアログボックスが表示されます。

3 ［はい］ボタンをクリックします。
メモリオールクリアが完了すると自動的にユニットのリスタートが行われ、メモリオールクリ
ア完了ダイアログボックスが表示されます。

NX ユニット

5 必要に応じて使用する機能

5 - 14 NX-IO Configurator オペレーションマニュアル (SBCD-373)



1 通信カプラユニットにオンライン接続した状態で、スレーブターミナル構成編集画面上の NX
ユニットを右クリックし、メニューから［メモリオールクリア］を選択します。

メモリオールクリアダイアログボックスが表示されます。

2 ［メモリオールクリア実行］ボタンをクリックします。
イベントログもクリアする場合は、［イベントログをクリアする］にチェックを入れます。

実行確認ダイアログボックスが表示されます。

3 ［はい］ボタンをクリックします。
メモリオールクリアが完了すると自動的にユニットのリスタートが行われ、メモリオールクリ
ア完了ダイアログボックスが表示されます。

5 必要に応じて使用する機能
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5-4 ユニット生産情報の表示
オンライン状態で、通信カプラユニット、NX ユニットの生産情報を生産情報ダイアログボックスに表
示します。生産情報とは、形式、バージョン、ロット番号などの情報を指します。
表示方法、および各ユニットの表示項目について説明します。

5-4-1 表示方法

1 通信カプラユニットにオンライン接続した状態で、スレーブターミナル構成編集画面上で右ク
リックし、メニューから［生産情報表示］を選択します。

［生産情報］ダイアログボックスが表示されます。

2 ［詳細表示］ボタンをクリックします。
［生産情報］ダイアログボックスが詳細情報表示に切り替わります。

［簡易表示］ボタンをクリックすることで簡易表示に戻すことができます。

3 生産情報をファイルに保存する場合は、［ファイル出力］ボタンをクリックします。
［ファイルを保存］ダイアログボックスが表示されます。

4 任意のファイル名を付けて、［保存］ボタンをクリックします。

5 必要に応じて使用する機能
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CSV 形式（カンマ区切り）のファイルが拡張子.csv で保存されます。

5-4-2 表示項目
生産情報ダイアログボックスには次の項目が表示されます。

¡：表示対象

項目 簡易表示 詳細表示
形式、ユニットバージョン ¡ ¡

LOT 番号 ¡ ¡

シリアル番号 ¡

ハードウェアバージョン ¡

ソフトウェアバージョン ¡

累積通電時間 ¡

表示項目の内容の詳細は、各ユニットのマニュアルを参照してください。

5 必要に応じて使用する機能
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5-5 通電時間モニタ
通信カプラユニットおよび NX ユニットの累積通電時間を、［生産情報］ダイアログボックスの詳細表
示で確認することができます。

［生産情報］ダイアログボックスの表示方法については、「5-4-1 表示方法 (P.5 - 16)」を参照してく
ださい。
通電時間モニタ機能については、通信カプラユニットのマニュアルを参照してください。

5 必要に応じて使用する機能
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5-6 ユニットのリスタート
スレーブターミナルを構成するユニットのリスタートの方法について説明します。
リスタートは、スレーブターミナルのユニット電源を再投入することなく、変更した設定を反映でき
る機能です。

5-6-1 リスタートの対象
リスタートの対象は、次の単位で指定することができます。
• スレーブターミナル全体（通信カプラユニット、および通信カプラユニットに装着されているすべ

ての NX ユニット）
• NX ユニット

5-6-2 リスタートの操作手順
リスタートの操作手順について説明します。手順はリスタートの対象によって異なります。

スレーブターミナル

1 通信カプラユニットにオンライン接続した状態で、スレーブターミナル構成編集画面上の通信
カプラユニットを右クリックし、メニューから［リスタート］を選択します。

［リスタート］ダイアログボックスが表示されます。

2 リスタートを実行しても問題がないことを確認して、［はい］ボタンをクリックします。
通信カプラユニット、および通信カプラユニットに装着されているすべての NX ユニットのリ
スタートが完了します。

NX ユニット

1 通信カプラユニットにオンライン接続した状態で、スレーブターミナル構成編集画面上の NX
ユニットを右クリックし、メニューから［リスタート］を選択します。

［リスタート］ダイアログボックスが表示されます。

2 ［はい］ボタンをクリックします。
対象の NX ユニットのリスタートが完了します。

5 必要に応じて使用する機能
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5-7 スレーブターミナルの縮退運転
スレーブターミナルの縮退運転の設定方法について説明します。
縮退運転は、スレーブターミナルの異常発生時に、通信カプラユニットが正常に動作できる NX ユニ
ットだけを対象に I/O リフレッシュを開始または継続する機能です。
縮退運転の詳細については、通信カプラユニットのマニュアルを参照してください。

1 通信カプラユニットにオンライン接続した状態で、スレーブターミナル構成編集画面で通信カ
プラユニットを選択し、ユニット設定の項目リストから［ユニット動作設定の編集］ボタンを
クリックします。
通信カプラユニットのユニット動作設定の編集画面が表示されます。

2 ［縮退運転設定/Fail-soft Operation Setting］の項目の設定値を［縮退する］に変更し、［転送
[パソコン→ユニット]］ボタンをクリックします。
通信カプラユニットに設定が反映されます。

5 必要に応じて使用する機能
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5-8 NX ユニットの固有機能
NX ユニットの種類ごとの固有機能の操作方法について説明します。

5-8-1 アナログ入力ユニット／出力ユニット
アナログ入力ユニットおよびアナログ出力ユニット固有の機能の操作方法について説明します。

ユーザ校正
アナログ入力ユニット、アナログ出力ユニットの変換値を補正するユーザ校正機能の使用方法につい
て説明します。

l アナログ入力ユニット
通信カプラユニットにオンライン接続した状態で次の操作を行います。

1 スレーブターミナル構成編集画面上でアナログ入力ユニットを右クリックし、メニューから［ユ
ーザ校正］を選択します。

ユーザ校正ダイアログボックスが表示されます。

5 必要に応じて使用する機能
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2 校正を行うチャネルを選択して、ユニットの対象の端子に上限値(100%) に相当する電圧または
電流を入力し、［上限校正値の調節］の［書込］ボタンをクリックします。
実行確認ダイアログボックスが表示されます。

3 ［はい］ボタンをクリックします。
書き込みが完了し、書込完了ダイアログボックスが表示されます。

4 ［OK］ボタンをクリックしてダイアログボックスを閉じ、ユニットの対象の端子に下限値(0%)
に相当する電圧または電流を入力し、［下限校正値の調節］の［書込］ボタンをクリックしま
す。
実行確認ダイアログボックスが表示されます。

5 ［はい］ボタンをクリックします。
書き込みが完了し、書込完了ダイアログボックスが表示されます。

l アナログ出力ユニット
通信カプラユニットにオンライン接続した状態で次の操作を行います。

1 スレーブターミナル構成編集画面上でアナログ出力ユニットを右クリックし、メニューから［ユ
ーザ校正］を選択します。

ユーザ校正ダイアログボックスが表示されます。

5 必要に応じて使用する機能
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2 校正するチャネルの出力設定値に出力ユニットの最小値(0%) を設定します。

3 対象チャネルを選択して［下限校正値の調節］の［校正値範囲］の値を変更し、端子から出力
するアナログ信号の値を調節します。

4 ［テスト］ボタンをクリックして出力されるアナログ信号の値を確認し、端子から 0%のアナロ
グ信号の値が正しく出力されるように、［校正値範囲］の値を調節します。

5 ［校正値範囲］の値の調節が完了したら、［下限校正値の調節］の［書込］ボタンをクリックし
ます。
実行確認ダイアログボックスが表示されます。

6 ［はい］ボタンをクリックします。
書き込みが完了し、書込完了ダイアログボックスが表示されます。

7 ［OK］ボタンをクリックしてダイアログボックスを閉じます。

8 校正するチャネルの出力設定値に出力ユニットの最大値(100%) を設定します。

9 対象チャネルを選択して［上限校正値の調節］の［校正値範囲］の値を変更し、端子から出力
するアナログ信号の値を調節します。

10［テスト］ボタンをクリックして出力されるアナログ信号の値を確認し、端子から 100%のアナ
ログ信号の値が正しく出力されるように、［校正値範囲］の値を調節します。

11［校正値範囲］の値の調節が完了したら、［上限校正値の調節］の［書込］ボタンをクリックし
ます。
実行確認ダイアログボックスが表示されます。

12［はい］ボタンをクリックします。
書き込みが完了し、書込完了ダイアログボックスが表示されます。

5 必要に応じて使用する機能
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5-8-2 ロードセル入力ユニット
ロードセル入力ユニット固有の機能について、操作方法を説明します。
ロードセル入力ユニットには次の機能があります。
• 校正
• データトレース
各機能の概要や全体の手順については、『NX シリーズ ロードセル入力ユニット ユーザーズマニュア
ル（SBCA-439）』を参照してください。

校正
実負荷校正および等価入力校正で使用する校正操作の手順を説明します。

l ゼロ校正の実行
ゼロ校正の実行手順を説明します。
通信カプラユニットにオンライン接続した状態で次の操作を行います。

1 スレーブターミナル構成編集画面上でロードセル入力ユニットを右クリックし、メニューから
［校正とデータトレース］を選択します。

［校正画面］が表示されます。

2 安定検出機能を使用して総重量値の安定を確認している場合は、［実負荷校正］の［安定ステー
タス］が ON になっていることを確認します。
総重量値の安定を確認していない場合は、［安定ステータス］の確認は不要です。

5 必要に応じて使用する機能
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［安定ステータス］が OFF の場合は、総重量値が安定していません。総重量値が安定しない推
定要因と推定要因に対する対処については、『NX シリーズ ロードセル入力ユニット ユーザー
ズマニュアル（SBCA-439）』を参照してください。

3 ［実負荷校正］の［ゼロ校正実行］ボタンをクリックします。
実行確認ダイアログボックスが表示されます。

4 ［はい］ボタンをクリックします。
ゼロ校正が実行されます。

l スパン校正の実行
スパン校正の実行手順を説明します。
通信カプラユニットにオンライン接続した状態で次の操作を行います。

1 スレーブターミナル構成編集画面上でロードセル入力ユニットを右クリックし、メニューから
［校正とデータトレース］を選択します。
［校正画面］が表示されます。

2 安定検出機能を使用して総重量値の安定を確認している場合は、［実負荷校正］の［安定ステー
タス］が ON になっていることを確認します。
総重量値の安定を確認していない場合は、［安定ステータス］の確認は不要です。

［安定ステータス］が OFF の場合は、総重量値が安定していません。総重量値が安定しない推
定要因と推定要因に対する対処については、『NX シリーズ ロードセル入力ユニット ユーザー
ズマニュアル（SBCA-439）』を参照してください。

3 ［実負荷校正］の［スパン校正実行］ボタンをクリックします。
実行確認ダイアログボックスが表示されます。

4 ［はい］ボタンをクリックします。
スパン校正が実行されます。

l 校正モードの切り替え
実負荷校正モードと等価入力校正モードの切替方法を説明します。

5 必要に応じて使用する機能
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1 スレーブターミナル構成編集画面上でロードセル入力ユニットを右クリックし、メニューから
［校正とデータトレース］を選択します。
［校正画面］が表示されます。

2 ［等価入力校正］の［実負荷校正モードから等価入力校正モードへ切り替え］ボタンをクリック
します。
実行確認ダイアログボックスが表示されます。

3 ［はい］ボタンをクリックします。
実負荷校正モードから等価入力校正モードへ切り替わります。

データトレース
データトレースの実行手順を説明します。
通信カプラユニットにオンライン接続した状態で次の操作を行います。

1 スレーブターミナル構成編集画面上でロードセル入力ユニットを右クリックし、メニューから
［校正とデータトレース］を選択します。
［校正画面］が表示されます。

2 ［データトレース画面］ボタンをクリックします。

5 必要に応じて使用する機能
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［データトレース画面］が表示されます。

3 ［データトレース］の［データトレース開始］ボタンをクリックします。
データトレースが開始され、データトレースのデータトレース実行中が停止から実行中になり、

［データトレース停止］ボタンが有効になります。

4 任意のタイミングで［データトレース停止］ボタンをクリックします。
データトレースが停止され、データトレースのデータトレース実行中が実行中から停止になり
ます。バッファに記録されたトレースデータが 80000 個に達した場合、データトレースは自
動的に停止され、データトレースのデータトレース実行中が実行中から停止になります。

5 ［データトレース］の［トレースデータ読出］ボタンをクリックします。
［トレースデータのエクスポート］ダイアログボックスが表示されます。

6 任意の保存場所に、任意のファイル名をつけて、［保存］ボタンをクリックします。
トレース結果が CSV 形式で保存されます。

参考

保存された CSV ファイルのフォーマットと見方は、『NX シリーズ ロードセル入力ユニット ユ
ーザーズマニュアル（SBCA-439）』を参照してください。

5-8-3 コミュニケーションインターフェースユニット
コミュニケーションインターフェースユニット（以降 CIF ユニットと呼びます）固有の機能の操作方
法について説明します。

5 必要に応じて使用する機能
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シリアルラインモニタ
シリアルラインモニタ機能の操作手順を説明します。
シリアルラインモニタ機能の概要やしくみについては、『NX シリーズ コミュニケーションインターフ
ェースユニット ユーザーズマニュアル（SBCA-422）』を参照してください。

l CIF シリアルラインモニタ画面の表示
シリアルラインモニタ機能で蓄積したモニタデータを表示した画面を CIF シリアルラインモニタ
画面と呼びます。CIF シリアルラインモニタ画面の表示手順を説明します。
通信カプラユニットにオンライン接続した状態で次の操作を行います。

1 スレーブターミナル構成編集画面上で、対象の ユニットを右クリックし、メニューから［CIF
シリアルラインモニタ］を選択します。

CIF シリアルラインモニタ画面が表示されます。

CIF シリアルラインモニタ画面の各操作項目の説明は次のとおりです。
これ以外の項目の詳細については、『NX シリーズ コミュニケーションインターフェースユニッ
ト ユーザーズマニュアル（SBCA-422）』を参照してください。

項目 説明
(a) モニタを開始 モニタを開始します。
(b) モニタを停止 モニタを停止します。
(c) モニタデータを読み出

し
バッファ内のモニタデータを読み出して、表示します。*1

(d) モニタタイプ モニタタイプを設定します。

5 必要に応じて使用する機能
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項目 説明
(e) 検索タイプ 検索タイプを設定します。
(f) モニタ対象ポート モニタを行うポート番号を設定します。形 NX-CIF210 の場合に有効

です。
(g) キャラクタ表示 送受信メッセージの、キャラクタ(ASCII 文字) 表示の有無を設定しま

す。
(h) 詳細表示 制御信号、および通信エラーの表示の有無を設定します。
(i) インポート パソコンに保存されているモニタデータをインポートして、画面に表示

します。
(j) エクスポート 画面に表示しているモニタデータを、パソコンにエクスポートします。
(k) 検索文字列 検索文字列を入力します。
(l) 前を検索 前の検索結果を表示します。
(m) 次を検索 次の検索結果を表示します。
(n) モニタステータス CIF ユニットの対象ポートの状態を表示します。

オフライン: オフライン
実行中: モニタ実行中
停止中: モニタ停止中

(o) CSV ファイル生成 画面に表示しているモニタデータを、CSV ファイル形式でパソコンに
保存します。

*1. バッファにモニタデータが蓄積されていない状態で［ モニタデータを読み出し］ボタンを押した場
合、モニタデータは表示されず、エラーメッセージも表示されません。

l シリアルラインモニタの実行
シリアルラインモニタの実行操作の手順を説明します。

1 CIF シリアルラインモニタ画面で、次の項目の設定を行います。
• モニタタイプ
• モニタ対象ポート

2 ［モニタを開始］ボタンをクリックします。
モニタが開始されます。

3 任意のタイミングで、［モニタを停止］ボタンをクリックします。
モニタが停止します。
モニタタイプを［ワンショット］に設定した場合は、［モニタを停止］ボタンをクリックしなく
ても、バッファがいっぱいになった時点で自動的にモニタが停止します。

4 ［モニタデータを読み出し］ボタンをクリックします。
モニタデータが表示されます。また、次のダイアログボックスが表示されます。

5 モニタデータのエクスポートを行う場合は、［OK］ボタンをクリックします。モニタデータの
エクスポートを行わず、モニタデータを表示するだけの場合は、［キャンセル］ボタンをクリッ
クします。

5 必要に応じて使用する機能
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5-9 NX-IO Configurator オプション設定
NX-IO Configurator のオプション設定について説明します。

5-9-1 オプション設定項目
オプション設定項目は次のとおりです。

設定カテ
ゴリ 設定項目 設定値 説明

プロジェ
クト設定

デフォルト
作成者名

デフォルト作成者名を
有効にする

プロジェクトや POU のプロパティに表示する作成者名の
初期値を設定します。設定可能な文字数は最大 127 バイト
です。初期設定では、Windows のログインユーザ名が表示
されます。

ウィンド
ウ

エディット
ウィンドウ

エディットウィンドウ
最大数

同時に表示できるエディットウィンドウの枚数の最大値を
設定します。

ウィンドウ数が最大数
を超える場合、最も長い
間アクティブでないウ
ィンドウを閉じる

エディットウィンドウを開くとき、エディットウィンドウ最
大数を超える場合に、最も長い間使用されていないウィンド
ウを自動的に閉じます。

5-9-2 オプション設定の表示
オプション設定の表示方法について説明します。

1 メインメニューから［ツール］–［オプション］を選択します。
［オプション設定］ダイアログボックスが表示されます。

2 設定を変更し、［OK］ボタンをクリックします。
変更が反映されます。
NX-IO Configurator の再起動が必要な場合はメッセージが表示されます。NX-IO
Configurator を再起動すると変更が反映されます。

5 必要に応じて使用する機能
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本章では、USB ドライバのインストール方法やエラーメッセージ一覧など、本文の補
足的情報を記述します。
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A-1 USB ケーブルで直接接続する場合のド
ライバのインストール方法

パソコンを初めて通信カプラユニットの USB ポートに接続する場合の手順を、Windows 7 の場合を
例に示します。
パソコンにはあらかじめ CX-One がインストールされているものとします。

A-1-1 USB ドライバのインストール

1 通信カプラユニットの電源を入れ、USB ポートとパソコンを USB ケーブルで接続します。
接続後、自動的に USB ドライバがインストールされます。

参考

USB ドライバのインストール後、Windows の再起動が必要になることがあります。Windows
の表示に従って Windows を再起動してください。

A-1-2 USB ドライバを指定してインストールする
USB ドライバを自動的にインストールできない場合は、以下の手順でドライバを指定してインストー
ルします。

1 コントロールパネルから［デバイスマネージャー］を起動し、［他のデバイス］から［不明なデ
バイス］をダブルクリックします。

［不明なデバイスのプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

2 ［ドライバーの更新］ボタンをクリックします。
［ドライバーソフトウェアの更新］ダイアログボックスが表示されます。

付録
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3 ［コンピューターを参照してドライバーソフトウェアを検索します］をクリックします。
ドライバーソフトウェアの参照先を指定するダイアログボックスが表示されます。

4 ［参照］ボタンをクリックし、USB ドライバを選択します。
USB ドライバの場所は以下のとおりです。
• Windows 7 32 ビット版、Windows 8 32 ビット版、Windows 8.1 32 ビット版、

Windows 10 32 ビット版
C:\Program Files\OMRON\Communications Middleware\USB\Coupler\7\32bit

• Windows 7 64 ビット版、Windows 8 64 ビット版、Windows 8.1 64 ビット版、
Windows 10 64 ビット版
C:\Program Files(x86)\OMRON\Communications Middleware\USB\Coupler
\7\64bit

5 ［次へ］ボタンをクリックします。
［Windows セキュリティ］ダイアログボックスが表示されます。

6 ［インストール］ボタンをクリックします。
USB ドライバのインストールが完了し、ダイアログボックスが表示されます。

付録
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A-1-3 インストール後の確認
USB ドライバがインストールされたことを確認します。

1 パソコンとコントローラを USB ケーブルで接続します。

2 パソコンでデバイスマネージャを表示します。

3 デバイスマネージャのモデムアイコンをクリックし、 OMRON USB AbstructControl が表示
されていることを確認してください。

付録
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A-2 Windows ファイアウォールのセキュリ
ティ設定の変更

接続方法として“Ethernet I/F”、“Ethernet -> CS/CJ1 ETN-EIP Unit I/F”を使用する場合に、
Windows ファイアウォールの設定によってはオンライン接続できないことがあります。この場合、初
めて接続するときに表示される Windows ファイアウォールのセキュリティダイアログボックスでア
クセスを許可するか、または Windows ファイアウォールの設定を変更して、Ethernet ポートからの
通信を使用可能にする必要があります。

使用上の注意

ファイアウォール機能は、主に外部（インターネット等）からの不正アクセスを防ぐためのも
のです。本手順のファイアウォールの設定変更は、NX-IO Configurator による EtherNet/IP
接続を使用可能にするためのものですが、パソコンを社内のネットワーク等で使用する場合は、
設定を変更する前にセキュリティへの影響がないか確認してください。

Windows ファイアウォールのセキュリティダイアログボックスでの変
更

初めてオンライン接続したときに、NX-IO Configurator の機能のいくつかが Windows ファイアウォ
ールでブロックされている旨を示すダイアログボックスが表示されることがあります。
NX-IO Configurator の通信を許可するネットワークの種類を選択して、アクセスを許可するボタンを
クリックすると、以後、オンライン接続が可能になります。

Windows ファイアウォールの設定の変更
Windows 7 での設定を例に変更手順を説明します。OS によって、表示される文言が異なる場合があ
ります。
途中、［ユーザアカウント制御］ダイアログボックスが表示されることがあります。［続行］を選択し
て設定を続けてください。

1 スタートメニューから［コントロールパネル］を起動し、［表示方法］で［小さいアイコン］を
選択して、［管理ツール］をクリックします。

［管理ツール］ダイアログボックスが表示されます。

2 ［管理ツール］ダイアログボックスで、［セキュリティが強化された Windows ファイアウォー
ル］をダブルクリックします。

［セキュリティが強化された Windows ファイアウォール］ダイアログボックスが表示されま
す。

3 ［セキュリティが強化された Windows ファイアウォール］ダイアログボックスの左側にある
［ローカルコンピュータのセキュリティが強化された Windows ファイアウォール］から［受信
の規則］をクリックします。

［受信の規則］画面および［操作］画面が表示されます。

4 ［操作］画面の［受信の規則］から［新しい規則］をクリックします。
［新規の受信の規則ウィザード］ダイアログボックスが表示されます。

付録
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5 ［新規の受信の規則ウィザード］ダイアログボックスで、ステップに従い、各項目の設定を行い
ます。
各項目で次のとおり選択して［次へ］ボタンをクリックします。

項目 操作
［規則の種類］ ［カスタム］を選択
［プログラム］ ［すべてのプログラム］を選択
［プロトコルおよびポート］［プロトコルの種類］として［ICMPv4］を選択
［スコープ］ すべて［任意の IP アドレス］を選択
［操作］ ［接続を許可する］を選択
［プロファイル］ ［ドメイン］［プライベート］［パブリック］のすべてを選択
［名前］ 任意の名前を入力

6 名前を入力して［完了］ボタンをクリックします。
［ローカルコンピュータのセキュリティが強化された Windows ファイアウォール］の［受信の
規則］に、作成した規則が登録されます。

7 ［セキュリティが強化された Windows ファイアウォール］ダイアログボックスを閉じます。

8 NX-IO Configurator で Ethernet ポートから EtherNet/IP カプラユニットにオンライン接続し
ます。

［Windows セキュリティの重要な警告］ダイアログボックスが表示されます。

9 ［Windows セキュリティの重要な警告］ダイアログボックスで［ブロックを解除する］ボタン
をクリックします。
NX-IO Configurator の EtherNet/IP 接続が許可された状態になり、以後、EtherNet/IP 接続
が可能になります。

付録
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A-3 操作時のエラーメッセージ一覧
NX-IO Configurator 操作時に表示されるエラーメッセージの一覧を示します。一覧にないエラーメ
ッセージについては、メッセージ内に記載されている対処方法に従って処置を行ってください。

エラーメッセージ 原因 処置方法
インターフェースのオープン
に失敗しました。

インターフェースの選択、および設
定に誤りがある

正しいインターフェースを選択し、設定
を行ってください。

通信カプラユニット、または中継デ
バイスの電源が入っていない

通信カプラユニットや Ethernet ハブな
どの電源が入っていることを確認してく
ださい。

通信ケーブルが抜けている 通信経路上のケーブルが抜けていないこ
とを確認してください。

すでにオンライン接続中の通信カプ
ラユニットと同じインターフェース
設定（同じ通信ポートまたは同じ
Ethernet アダプタ）を使ってオンラ
イン接続しようとしている

接続方法が“CJ2 USB/Serial Port”、
“CS/CJ1 Serial Port -> EIP Unit
I/F”、“Ethernet -> CS/CJ1 ETN-EIP
Unit I/F”の場合に、同時に複数の通信
カプラユニットにオンライン接続するこ
とができない条件に合致していないこと
を確認してください。詳細は、

「4-3-3 接続手順 (P.4 - 13)」を参照し
てください。

カプラとの接続に失敗しまし
た。

ユニットバージョン Ver.1.0 の
EtherNet/IP カプラユニットに対
し、EtherNet/IP ポート経由で接続
しようとしている

ユニットバージョン Ver.1.0 の
EtherNet/IP カプラユニットへ接続する
場合は、USB ポートへ接続してくださ
い。

ネットワークの参照画面で通信カプ
ラユニット以外のデバイスを選択し
ている

通信カプラユニットを選択してくださ
い。

このユニットは NX-IO
Configurator で設定できませ
ん。

NX-IO Configurator でサポートし
ていない NX ユニットが装着されて
いる

該当するユニットをスレーブターミナル
構成から削除してください。

プロジェクトファイルの読み
込みでエラーが発生しまし
た。

別のプロセスで使用されているた
め、プロセスはファイルにアクセス
できない

ファイルを使用している別のプロセスを
終了してから、再度実行してください。

呼び出し元に、必要なアクセス許可
がない

ファイルへのアクセス権の問題を解消し
てから、再度実行してください。

ファイルへのアクセスが拒否された ファイルへのアクセス権の問題を解消し
てから、再度実行してください。

プロジェクトの保存でエラー
が発生しました。

別のプロセスで使用されているた
め、プロセスはファイルにアクセス
できない

ファイルを使用している別のプロセスを
終了してから、再度実行してください。

呼び出し元に、必要なアクセス許可
がない

ファイルへのアクセス権の問題を解消し
てから、再度実行してください。

ファイルへのアクセスが拒否された ファイルへのアクセス権の問題を解消し
てから、再度実行してください。
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A-4 オンラインヘルプ
NX-IO Configurator のメニューから、NX-IO Configurator のマニュアルを起動することができま
す。
メインメニューから［ヘルプ］–［目次］を選択します。
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A-5 ショートカットキー割付
NX-IO Configurator のメインウィンドウでのショートカットキーの一覧を示します。基本的な操作
のショートカットキーについては、「2-5 基本的な操作一覧 (P.2 - 17)」を参照してください。

機能 ショートカットキー メニュー
プロジェクトの新規作成 ［Ctrl］+［N］ ［ファイル］–［新規作成］
プロジェクトを開く ［Ctrl］+［O］ ［ファイル］–［開く］
プロジェクトの保存 ［Ctrl］+［S］ ［ファイル］–［保存］
印刷 ［Ctrl］+［P］ ［ファイル］–［印刷］
マルチビューエクスプローラの表示 ［Alt］+［1］ ［表示］–［マルチビューエクスプローラ］
ツールボックスの表示 ［Alt］+［2］ ［表示］–［ツールボックス］
アウトプットウィンドウの表示 ［Alt］+［3］ ［表示］–［アウトプットウィンドウ］
ヘルプを表示する ［F1］ ［ヘルプ］–［目次］
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A-6 バージョン関連情報

A-6-1 NX-IO Configurator と各ユニットのバージョンの対応
NX-IO Configurator と、通信カプラユニット、NX ユニットを組み合わせて使用する際、機能のサポ
ート範囲は、それぞれのバージョンの組み合わせによって異なります。
バージョンの組み合わせの詳細については、使用する通信カプラユニットおよび NX ユニットのユー
ザーズマニュアルを参照してください。

A-6-2 NX-IO Configurator のバージョン確認方法
NX-IO Configurator のバージョンの確認方法について説明します。

1 メインメニューの［ヘルプ］-［バージョン情報］を選択します。
［バージョン情報］ダイアログボックスが表示されます。
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